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第 ８ 認定第 １号 平成３０年度芦北町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て 

第 ９ 認定第 ２号 平成３０年度芦北町国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

第１０ 認定第 ３号 平成３０年度芦北町介護保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

第１１ 認定第 ４号 平成３０年度芦北町農業集落排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

第１２ 認定第 ５号 平成３０年度芦北町生活排水処理事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

第１３ 認定第 ６号 平成３０年度芦北町有温泉事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

第１４ 認定第 ７号 平成３０年度芦北町奨学資金貸付事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

第１５ 認定第 ８号 平成３０年度芦北町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳
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出決算の認定について 

第１６ 議案第３９号 平成３０年度芦北町水道事業会計利益の処分及び決算の

認定について 

第１７ 議案第４０号 令和元年度芦北町一般会計補正予算（第３号） 

第１８ 議案第４１号 令和元年度芦北町国民健康保険事業特別会計補正予算 

（第２号） 

第１９ 議案第４２号 令和元年度芦北町介護保険事業特別会計補正予算（第２

号） 

第２０ 議案第４３号 令和元年度芦北町有温泉事業特別会計補正予算（第２号） 

第２１ 議案第４４号 芦北町移住体験住宅条例の制定について 

第２２ 議案第４５号 芦北町行政財産使用料条例の一部を改正する条例の制定

について 

第２３ 議案第４６号 芦北町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

第２４ 議案第４７号 芦北町浄化槽市町村整備推進事業条例の一部を改正する

条例の制定について 

第２５ 議案第４８号 芦北町農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例

の制定について 

第２６ 議案第４９号 財産の無償譲渡について 

第２７ 議案第５０号 工事請負契約の締結について 

第２８ 議案第５１号 工事請負契約の締結について 

第２９ 議案第５２号 工事請負契約の締結について 

（散 会） 

 

２ 出席議員（１５人） 

１番 藤 井 公 輔 君 ３番 林 田 燿 宏 君 

４番 坂 本   登 君             ５番 宮 内 道 則 君 

６番 寺 本 順 一 君             ７番 古 村 逸 男 君 

８番 白 坂 康 浩 君             ９番 前 田 徹 一 君 

10番 元 山 秀 志 君             11番 平 松 洋 一 君 

12番 川 尻 成 美 君             13番 寺 本 修 一 君 

14番 岡 部 惠美子 君             15番 草 野 安 道 君 

16番 宮 尾 秀 行 君 
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３ 欠席議員（０人） 

 

４ 説明のため出席した者の職氏名（１６人） 

町    長  竹 﨑 一 成 君   副 町 長  藤 崎 正 司 君 

教 育 長  岩 田 繁 義 君   総 務 課 長  櫻 井 優 一 君 

企画財政課長  川 尾 敏 浩 君   税 務 課 長  元 山 俊 治 君 

住民生活課長  田 渕 耕 一 君   福 祉 課 長  内 田 照 也 君 

健康増進課長  田 中 公 広 君   農林水産課長  福 田 貴 司 君 

商工観光課長  松 本 俊 造 君   建 設 課 長  鎌 倉 博 之 君 

上下水道課長  杉 本 芳 郎 君   教 育 課 長  白 坂 達 也 君 

生涯学習課長  福 井 成 昭 君   会計管理者兼会計室長  竹 下 淳 也 君 

 

５ 職務のため出席した事務局職員の職氏名（２人） 

議会事務局長  長 﨑 十三男 君   次長(課長補佐)  岡 田 謙 治 君 
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議長諸般の報告 

 

１ 例月現金出納検査結果報告書（別紙のとおり） 

 

２ 熊本県町村議会常任委員長・議会運営委員長研修会 

期 日 令和元年７月８日（月） 

場 所 グランメッセ熊本 

講 師 早稲田大学マニフェスト研究所事務局長 中村 健 氏 

内 容 分権時代に対応した議会の活性化 

 

 ３ 南九州西回り自動車道建設促進期成会総会 

期 日 令和元年７月９日（火） 

場 所 ホテルキング（出水市） 

 

４ 水俣・芦北地域振興推進委員会（熊本県）と水俣・芦北地域振興推進協議会との

意見交換会 

期 日 令和元年７月１２日（金） 

場 所 熊本テルサ 

内 容 次期（第７次）水俣芦北地域振興計画策定について 

 

 ５ 水俣芦北広域事務組合議会臨時会 

期 日 令和元年７月１６日（火） 

場 所 水俣芦北広域事務組合 

内 容 議長等の選任について外 

 

 ６ 南九州西回り自動車道熊本県建設促進期成会要望活動 

期 日 令和元年７月２３日（火） 

場 所 国土交通省九州地方整備局（福岡市） 

 

７ 熊本県町村議会議長会正副議長研修会  

期 日 令和元年８月５日（月） 

場 所 熊本県市町村自治会館 

講 師 ＮＰＯ法人えがおつなげて代表理事 曽根原 久司 氏 

内 容 分権時代に対応した議会の活性化 
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 ８ 南九州西回り自動車道の早期実現に関する中央要望（夏） 

期 日 令和元年８月６日（火）～７日（水） 

場 所 各関係省庁（東京都） 

 

 

令和元年９月２日 

芦北町議会議長  宮 尾 秀 行 
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芦町監第１９号 

令和元年８月８日 

芦北町議会議長 宮 尾 秀 行 様 

 

芦北町監査委員 井 川 良 一 

 

芦北町監査委員 古 村 逸 男 

 

例月現金出納検査の結果に関する報告の提出について 

 

地方自治法第２３５条の２第１項の規定により例月現金出納検査を実施したので、同

条第３項の規定により、その結果に関する報告を下記のとおり提出します。 

 

記 

１ 検査の対象 

会計管理者の権限に属する現金（歳計現金、一時借入金及び基金並びに歳入歳出外

現金）の出納及び保管 

 

２ 検査現在期日 

令和元年７月３１日 

 

３ 検査実施日 

令和元年８月８日 

 

４ 検査の結果及び意見 

検査現在期日における歳計現金及び基金並びに歳入歳出外現金（一時借入金なし）

の保管状況は、預金通帳、保管現金及び現金保管状況一覧表と照合した結果すべて符

合し相違ないこと及び適正に処理されていることを確認した。 

また、出納事務については、現金出納にかかる証拠書類及び関係帳表と照合、検査

の結果、計数に誤りはなく何ら不正非違の点も見受けられず、すべて適正に処理され

ていることを認めた。 

なお、参考まで検査現在期日における現金の現在高は、次のとおりである。 

 

一

般

会

計

・

特

別

会

計 

歳 計 現 金 1,746,732,439 円 

一 時 借 入 金 0 円 

基 金 に 関 す る 現 金 5,623,224,944 円 

歳 入 歳 出 外 現 金 72,285,691 円 

計 7,442,243,074 円 

水 道 事 業 会 計 350,495,068 円 
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議員派遣の結果報告 

 

１ 熊本県町村議会常任委員長・議会運営委員長研修会 

 (1) 目  的 分権時代に対応した議会の活性化に資するため 

(2) 派遣場所 グランメッセ熊本 ２階 コンベンションホール 

(3) 内  容 講演 

演題 チーム議会 

講師 早稲田大学マニフェスト研究所事務局長 中村 健 氏 

(4)期  間 令和元年７月８日（月） 

(5)派遣議員 各常任委員長及び議会運営委員長 

 

２ 熊本県町村議会正副議長研修会 

 (1) 目  的 分権時代に対応した議会の活性化に資するため 

(2) 派遣場所 熊本県市町村自治会館 別館大会議室 

(3) 内  容 講演 

演題 熊本の田舎は宝の山 

講師 ＮＰＯ法人えがおつなげて代表理事 曽根原 久司 氏 

(4) 期  間 令和元年８月５日（月） 

(5) 派遣議員 草野副議長 

 

 

令和元年９月２日 

芦北町議会議長  宮 尾 秀 行 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮尾秀行君） おはようございます。 

ただいまから令和元年第３回芦北町議会定例会を開会します。 

これより本日の会議を開きます。 

議席に配付の議事日程にしたがって会議を進めてまいります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（宮尾秀行君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定により、１３番 寺本

修一君及び１４番 岡部君の二人を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第２ 会期の決定について 

○議長（宮尾秀行君） 日程第２「会期の決定について」を議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は、議会運営委員会からの答申に基づき、本日か

ら９月１２日までの１１日間にしたいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、本定例会の会期は、本日か

ら９月１２日までの１１日間に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第３ 諸報告 

○議長（宮尾秀行君） 日程第３「諸報告」を行います。 

例月現金出納検査結果、閉会中に出席した議長諸般の報告、議員派遣の結果報告

及び町長の行政報告の内容は、議席に配付のとおりです。 

以上で、諸報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第４ 町長の提案理由説明 

○議長（宮尾秀行君） 日程第４「町長の提案理由説明」を求めます。竹﨑町長。 

○町長（竹﨑一成君） おはようございます。 

本日ここに芦北町議会９月定例会の招集を申し上げましたところ、議員各位にお

かれましては、御出席を賜り誠にありがとうございました。 

それでは、本定例会に付議しました議案につきまして御説明申し上げます。 

本定例会には、まず令和元年度芦北町一般会計補正予算（第２号）に係る専決処

分の承認１件、健全化判断比率及び資金不足比率の報告並びに芦北町の教育に関す
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る事務の管理及び執行の状況の点検及び評価結果の報告、また平成３０年度芦北町

一般会計をはじめ、芦北町国民健康保険事業特別会計外６件の歳入歳出決算認定並

びに同水道事業会計の利益の処分及び決算に係る議案を含めた認定等９件を提案し

ております。また、今回は１０月１日から始まる幼児教育・保育の無償化と併せて

子育て世帯の経済的負担軽減とさらなる子育て支援の充実を図るため、町独自の取

組として保育園等を利用する３歳児から５歳児までの副食費を県下に先駆けて無償

化することを盛り込んだ令和元年度芦北町一般会計補正予算を提案しております。

そのほか特別会計に係る補正予算３件、条例の新規制定の議案１件、条例の一部改

正の議案４件及び財産の無償譲渡の議案１件、並びに工事請負契約３件、合計２５

件を提案しております。 

御審議いただき、議決賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたしま

す。 

○議長（宮尾秀行君） 町長の説明が終わりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第５ 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて 

令和元年度芦北町一般会計補正予算（第２号） 

○議長（宮尾秀行君） 日程第５、承認第３号「専決処分の承認を求めることについて」

を議題とします。 

本案について、説明を求めます。川尾企画財政課長。 

○企画財政課長（川尾敏浩君） 皆さん、おはようございます。 

それでは、承認第３号、専決処分の承認を求めることについて、説明申し上げま

す。 

令和元年度芦北町一般会計補正予算（第２号）を地方自治法第１７９条第１項の

規定により、７月４日に専決処分いたしましたので、同条第３項の規定により、こ

れを議会へ報告し、承認を求めるものでございます。 

今回の補正は、６月２８日から７月３日の豪雨により発生しました災害の応急対

策として、予算の総額に歳入歳出それぞれ５９１万３,０００円を追加し、予算の

総額を１１２億９,４００万２,０００円とするものでございます。 

それでは、歳出から説明いたします。予算書の７ページをお開きください。 

款１０災害復旧費です。項１目２林業用施設災害復旧費の５９１万３,０００円

は、林道災害２件に係る測量設計業務委託料です。 

次に、歳入については、６ページをご覧ください、 

今回の災害対策に係ります費用５９１万３,０００円につきましては、財政調整

基金を補正財源として繰り入れるものです。 
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以上で、承認第３号の説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから承認第３号を採決します。 

お諮りします。本案は承認することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第３号は承認することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第６ 報告第４号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

○議長（宮尾秀行君） 日程第６、報告第４号「健全化判断比率及び資金不足比率の報

告について」を議題とします。 

本件について、報告を求めます。川尾企画財政課長。 

○企画財政課長（川尾敏浩君） 報告第４号、健全化判断比率及び資金不足比率の報告

について、説明いたします。 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断比率及び資金不足

比率を算定し、監査委員の審査を経て、その意見書を別紙のとおり付して今回報告

するものでございます。 

それでは、それぞれの指標について説明いたします。お手元に配付しております

資料をご覧いただきたいと思います。資料の１ページをご覧ください。 

はじめに、実質赤字比率です。実質赤字比率は普通会計ベースにおける実質赤字

の標準財政規模に対する比率を表すもので、本町では赤字決算を計上していないた

め、数値としては表れてまいりません。 

次に、連結実質赤字比率は全会計を対象とした実質赤字比率を表すもので、本町

では赤字決算はございませんので、数値としては表れてまいりません。 

資料の２ページをご覧ください。 

実質公債費比率です。実質公債費比率は、３カ年の平均で求めるようになってお

り、平成３０年度は昨年度から０.２ポイント減の４.２％となっております。なお、

比率が１８％を超えると地方債の発行に際し許可が必要となり、２５％を超えると
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早期健全化団体となり、財政の早期健全化のための計画の策定が必要となります。

さらに、３５％以上になりますと、財政再生団体となります。 

資料の３ページをご覧ください。 

将来負担比率です。将来負担比率は、一般会計が将来負担すべき実質的な負債が

標準財政規模に対しどの程度あるかを表す比率です。充当可能な財源が負債の額を

上回り、前年度同様に数値は算定されませんでした。 

以上、全ての指標が括弧書きで示しております早期健全化基準を下回っており、

本町の財政状況は健全な状態にあるといえます。 

続きまして、資料の４ページをご覧ください。 

資金不足比率です。資金不足比率は、公営企業の健全度がどの程度の水準にある

かを表すものですが、資金不足を生じている企業会計はございませんので、数値と

して出てまいりません。 

以上、引き続き健全財政を堅持しながら、各種事業に鋭意取り組んでまいりたい

と考えております。 

○議長（宮尾秀行君） 報告が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これで、報告第４号を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第７ 報告第５号 芦北町の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価

結果の報告について 

○議長（宮尾秀行君） 日程第７、報告第５号「芦北町の教育に関する事務の管理及び

執行の状況の点検及び評価結果の報告について」を議題とします。 

本件について、報告を求めます。白坂教育課長。 

○教育課長（白坂達也君） 報告第５号、芦北町の教育に関する事務の管理及び執行の

状況の点検及び評価結果の報告について、御説明申し上げます。 

教育委員会は、効率的な教育行政の推進に資するとともに、住民への説明責任を

果たしていくために、毎年その権限に属する事務の管理及び執行状況について、点

検及び評価を行い、その結果について議会に報告するとともに、公表することにな

っております。 

芦北町教育委員会におきましても、平成３０年度分の報告書を作成いたしました

ので、今回、議会に報告するものでございます。 

この評価につきましては、教育委員会事務局であります教育課、生涯学習課にお
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きまして、事業のニーズ、町関与の範囲、達成度、効率性、公平性の５項目につい

て評価を行い、事務局の評価結果に学識経験者の意見を添えて、教育委員会会議に

おいて評価を行っております。 

配付しております報告書の１ページ、２ページに事業ごとの評価結果をまとめて

おります。評価結果につきましては、ＡＢＣＤの４段階で行っております。全５１

事業中、Ａ評価が３３事業、６４.７％、Ｂ評価が１８事業、３５.３％、Ｃ及びＤ

の評価はございませんでした。 

各事業の概要、事務局の評価並びに学識経験者の意見を踏まえた上での教育委員

会の評価につきましては、３ページ以降の事業ごとの評価結果報告書に記載のとお

りでございます。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 報告が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これで、報告第５号を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第 ８ 認定第 １号 平成３０年度芦北町一般会計歳入歳出決算の認定について 

第 ９ 認定第 ２号 平成３０年度芦北町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

第１０ 認定第 ３号 平成３０年度芦北町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

第１１ 認定第 ４号 平成３０年度芦北町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

第１２ 認定第 ５号 平成３０年度芦北町生活排水処理事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

第１３ 認定第 ６号 平成３０年度芦北町有温泉事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

第１４ 認定第 ７号 平成３０年度芦北町奨学資金貸付事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

第１５ 認定第 ８号 平成３０年度芦北町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決

算の認定について 

第１６ 議案第３９号 平成３０年度芦北町水道事業会計利益の処分及び決算の認定

について 
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○議長（宮尾秀行君） 日程第８、認定第１号「平成３０年度芦北町一般会計歳入歳出

決算の認定について」から日程第１６、議案第３９号「平成３０年度芦北町水道事

業会計利益の処分及び決算の認定について」までは、先の議会運営委員会で一括議

題とし、委員会付託する旨の答申があっておりますので、会議規則第３６条の規定

により一括議題とします。 

お諮りします。ただいま一括議題としました議案については、会議規則第３８条

第２項の規定により、説明を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。 

したがって、一括議題の議案は説明を省略することに決定しました。 

これから、一括議題の議案に対し、質疑を行います。先の議会運営委員会におい

て委員会付託の答申があっております。質疑はあくまで総括的かつ大綱にとどめる

よう求めます。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

お諮りします。ただいま議題となっております認定第１号から議案第３９号の審

査については、会議規則第３８条第１項の規定により、お手元に配付しております

議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託したいと思います。御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。 

したがって、所管の常任委員会に付託することに決定しました。 

各常任委員長においては、慎重な審査をされ、その結果を最終日の本会議におい

て各常任委員長から報告願います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第１７ 議案第４０号 令和元年度芦北町一般会計補正予算（第３号） 

○議長（宮尾秀行君） 日程第１７、議案第４０号「令和元年度芦北町一般会計補正予

算（第３号）」を議題とします。 

本案について、説明を求めます。川尾企画財政課長。 

○企画財政課長（川尾敏浩君） 議案第４０号、令和元年度芦北町一般会計補正予算

（第３号）について、御説明いたします。 

今回の補正は、予算の総額に歳入歳出それぞれ７,９１２万９,０００円を追加し、

総額を１１３億７,３１３万１,０００円とするものです。また、第２条で債務負担

行為の補正を計上しております。 
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主な補正の内容につきまして、予算書をもとに歳出から説明いたします。 

予算書は１０ページになります。 

款２総務費です。項１目１一般管理費の１０８万１,０００円は、妊娠期から子

育て期までの切れ目ない支援を行うために設置される子育て世代包括支援センター

で使用する相談室の改修等に係る修繕料と工事請負費です。 

目６企画費の２００万円は、地域おこし協力隊の企業事業承継に対する補助金５

０万円と、空き家改修及び家財処分に対する移住定住推進事業費補助金１５０万円

を増額するものです。 

目９支所・出張所費の１００万５,０００円は、職員の病休に伴う臨時職員の通

勤手当、社会保険料及び賃金です。 

目１１高速交通対策費の２０万円は、ふれあいツクールバスの故障に伴う修繕料

です。 

次に、款３民生費です。項１目２障がい者福祉費の３３６万３,０００円は、嘱

託職員の退職と新規採用により不足する費用弁償１万６,０００円の増額と、障が

い者支援自立給付費等の平成３０年度事業実績に伴う国・県負担金の精算償還金で

す。 

目４高齢者福祉費の１,７６１万６,０００円は、特別養護老人ホーム田の浦荘が

実施する居室の個室化に対する補助金です。 

予算書は１１ページになります。 

項２目１児童福祉総務費の８３０万３,０００円は、嘱託職員の新規採用に伴い

不足する費用弁償２万４,０００円の増額と、幼児教育・保育の無償化に伴い、新

制度に移行していない幼稚園等を利用する子どもに対する子育てのための施設等利

用給付費扶助費１１１万円と、子育て世帯の経済的負担軽減と子育て支援の充実を

目的に、副食費を無償化するための副食費扶助費５５０万８,０００円です。また、

児童福祉事業の平成３０年度事業実績に伴う精算償還金１６６万１,０００円です。 

目２児童措置費の２１０万４,０００円は、子どものための教育・保育給付費の

平成３０年度事業実績に伴う精算償還金です。 

目３母子福祉費の７万２,０００円は、ひとり親家庭等日常生活支援事業の平成

３０年事業実績に伴う精算償還金です。 

次に、款４衛生費です。項１目１保健衛生総務費の１８７万１,０００円は、子

育て世帯包括支援センターに係る需用費２１万１,０００円と、備品購入費１６万

９,０００円です。また、マイナンバー活用のための健康管理システム改修委託料

１０５万６,０００円と、人工授精など不妊治療に対する助成金２５万円、未熟児

養育医療費の平成３０年度事業実績に伴う精算償還金１８万５,０００円です。 
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目５健康増進事業の１万５,０００円は、健康増進事業の平成３０年度事業実績

に伴う精算償還金です。 

予算書は１２ページになります。 

款５農林水産業費です。項１目３農業振興費の１,０２０万２,０００円は、補助

事業の内示があったことから、告地区茶生産組合が導入する製茶機械に対する地域

特産物産地づくり支援対策事業補助金３２７万５,０００円と、大川内地区が県の

中山間農業モデル地区の指定を受けたことに対する支援事業補助金５０万円と、田

植機などの購入に対するくまもと土地利用型農業競争力強化支援事業補助金６４２

万５,０００円です。また、多面的機能支払交付金事業において、２組織において

活動期間が終了したことから精算償還金２,０００円を計上するものです。 

目７農業施設管理費の３８万８,０００円は、多目的研修センターの浄化槽の故

障に伴う修繕料です。 

目８中山間地域等直接支払事業の１万１,０００円は、協定農用地の転用に伴う

精算償還金です。 

項２目２林業振興費の１２６万３,０００円は、有害鳥獣被害防止対策事業補助

金が当初見込みより増加する見込みとなったために増額するものです。 

款６商工費です。項１目２商工業振興費の１,７７８万５,０００円は、旧計石小

学校にサテライトオフィスとして企業が入居見込みであることから、それに係る電

話料２万６,０００円と、トイレ等の改修に係る工事請負費１,５７６万３,０００

円です。また、誘致に係るＰＲ業務等の委託料３３万円と、入居予定の企業に対す

る補助金１６６万６,０００円を新たに計上するものです。 

予算書は１３ページになります。 

目３観光費の４５１万円は、町有温泉事業特別会計の補正に伴う繰出金です。 

目５御立岬公園費の６４万２,０００円は、ゴーカート場の路面の舗装に伴う修

繕料です。 

目６物産館管理費の７９万８,０００円は、浄化槽の蓋の破損に伴う修繕料です。 

款７土木費です。項２目３道路新設改良費の２００万円は、国の交付金の追加内

示がなされたことから、危険ブロック等安全確保支援事業補助金を増額するもので

す。 

次に、款８消防費です。項１目１常備消防費の２５８万円は、水俣芦北広域行政

事務組合へ救急車購入に対する指定寄附があったことから、救急車購入に係る不足

額を構成市町で負担するために増額するものです。 

次に、款９教育費です。項１目３教育指導費の１４万４,０００円は、嘱託職員

の人事異動に伴う費用弁償です。 
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項２目１学校管理費の７,０００円は、学校公務員の人事異動等に伴う報酬６万

５,０００円の減額と、費用弁償７万２,０００円です。 

項３目１学校管理費の１００万９,０００円は、学校公務員の人事異動に伴う報

酬６万５,０００円の増と、費用弁償６万円の減です。また、中学校施設設備の修

繕１００万４,０００円を増額するものです。 

予算書は１４ページになります。 

項４目１幼稚園費の８万４,０００円と、項６目４学校給食施設の７万６,０００

円は、嘱託職員の人事異動に伴う費用弁償をそれぞれ増額するものです。 

次に、歳入について説明いたします。 

予算書は８ページになります。 

款１２分担金及び負担金です。項２目２民生費負担金の１,９２３万３,０００円

の減額は、１０月からの幼児教育・保育の無償化に伴い１０月以降の保育料等の利

用者負担金を減額するものです。 

款１３使用料及び手数料です。項１目１総務使用料の３万３,０００円は、１０

月から移住体験住宅の運用を開始することから、使用料を計上するものです。 

目７教育使用料の８６万１,０００円の減は、１０月から幼稚園授業料を無償化

することから、授業料を減額し、新たに預かり保育料を計上するものです。 

次に、款１４国庫支出金です。項１目１民生費国庫負担金の２,３５２万円は、

幼児教育・保育の無償化に伴い、国庫負担金を増額するものです。 

項２目３衛生費国庫補助金の１４３万３,０００円は、子育て世代包括支援セン

ターに係る妊婦出産包括支援事業補助金７２万９,０００円と、健康管理システム

の改修に係る母子保健情報連携システム改修事業補助金７０万４,０００円です。 

目５土木費国庫補助金の１００万円は、危険ブロック等安全確保支援事業に係る

社会資本整備総合交付金です。 

次に、款１５県支出金です。項１目１民生費負担金の１,１７５万９,０００円は、

幼児教育・保育の無償化に伴い県負担金を増額するものです。 

予算書は９ページになります。 

項２目２民生費県補助金の１,８５５万８,０００円は、施設の個室化に対する介

護基盤緊急整備特別対策事業補助金１,７６１万６,０００円と、多子世帯に対する

保育所等副食費補助金７４万２,０００円です。また、少子化総合交付金を副食費

補助金に充当するために２０万円を計上するものです。 

目３衛生費県補助金の３５万４,０００円は、県が新たに少子化対策に係る補助

金を創設したことから、各事業に係る少子化対策総合交付金を計上し、それに伴い

終了する補助金を減額するものです。 
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目４農林水産業費県補助金の８５１万５,０００円は、製茶機械の導入に係る地

域特産物産地づくり支援対策事業補助金１５９万円と、田植機等の導入に係るくま

もと土地利用型農業競争力強化支援事業補助金６４２万５,０００円です。また、

大川内地区に係る中山間地農業モデル地区支援事業補助金５０万円を計上するもの

です。 

目５商工費県補助金の５００万円は、旧計石小サテライトオフィス改修に係る補

助金です。 

目６土木費県補助金の５０万円は、危険ブロック等安全確保事業に係る補助金で

す。 

款１９繰越金は、最後に説明いたします。 

款２０諸収入です。項４目２雑入の１万６,０００円は、中山間地等直接支払事

業と多面的機能支払交付金事業の精算に伴う返還金です。 

最後に、款１９の繰越金です。歳入歳出の不足額２,８５３万５,０００円を前年

度繰越金より充当するものです。 

次に、４ページをお開きください。 

第２表債務負担行為補正について説明いたします。芦北町総合コミュニティセン

ター用の備品について、令和２年度の購入に備え、契約手続き等を進める必要があ

ることから、今回の補正で備品購入費の限度額１億７,６００万円を追加するもの

です。 

なお、予算書１５ページに債務負担行為で当該年度以降の支出予定額に関する調

書を添付しております。 

以上で、一般会計補正予算（第３号）の説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。坂本君。 

○４番（坂本 登君） １１ページの児童福祉総務費、保育所等副食費扶助費のところ

で、町長から説明があったときには３歳から５歳というふうに説明をされました。

そして、県下では先駆けてやるということで、非常に評価できると評価しておりま

す。しかし、ゼロ歳から２歳はどうなっているのか、それと主食についてはどうな

っているのか。あと、財源は一般財源の何を持ってきたのかというのをちょっと分

かりやすく説明をお願いいたします。 

○議長（宮尾秀行君） 内田福祉課長。 

○福祉課長（内田照也君） まず、ゼロ歳から２歳につきましてですけど、これにつき

ましてはゼロ歳から２歳につきましては非課税世帯が無償化ということになります。

無償化に伴いまして、副食費が発生することはございません。課税世帯につきまし
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ては、保育料の中に副食費も含まれておりますので、保育料として徴収しますので、

新たに徴収することはございません。 

それと、財源でございますけど、今回の財源につきましては、これまで町独自で

保育料を４割程度減額しておりました。その減額した分を財源として今回補正をす

るものでございます。 

主食につきましてですけど、今現在、３歳から５歳については主食費は弁当等を

持っていっておりますので、そちらのほうで本人負担ということで対応してもらっ

ているところでございます。以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） いずれにしましても、取組としては評価できると考えておりま

す。主食、弁当と言われましたけども、全国では本当にわずかでありますが、主

食・副食とも無料にしているところもありますので、今後の課題としていただきた

いなと思います。 

もう一つは、ちょっと私聞き漏らしたのか、申し訳ないんですが、１２ページの

林業振興費、有害鳥獣被害防止対策事業補助金というのはどういうのの補助金だっ

たのか、もう一度すみませんが教えてください。 

○議長（宮尾秀行君） 福田農林水産課長。 

○農林水産課長（福田貴司君） 補助金の内容でございますが、これは被害防止対策の

一環といたしまして、電気柵とか金網柵とか、鳥獣被害から農作物を守るために使

う資材などに補助をしているものでございます。以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） その１２６万３,０００円、電柵等が何件分になりますか。 

○議長（宮尾秀行君） 福田農林水産課長。 

○農林水産課長（福田貴司君） この１２６万３,０００円の算出根拠といたしまして

は、現在、当初予算で措置していただきました予算をほぼ執行しておりますので、

今後どれだけ見込まれるかというのを算出根拠としなければなりません。従いまし

て、私たちは事務的に過去５年間の８月以降の補助金を執行した額を調べてみまし

た。そのうち過去５年間の中で最高と最低を除いた中庸３カ年間の平均を見込みの

金額として算出しましたところ、１２６万３,０００円となりましたので、その額

でお願いしているものでございます。 

負担率につきましては、事業費の消費税を除く２分の１を補助しているところで

ございます。以上です。 

○議長（宮尾秀行君） ほかにありませんか。川尻君。 

○１２番（川尻成美君） それでは、歳出のほうで、款１目の６企画費です。地域おこ



 －21－

し協力隊活動補助金及び移住定住のほうで２００万円計上されております。今現在

来ている３人の方と、そして今度新しく募集をかけておりましたけども、このどの

部分にどういう形なのか、ちょっとお願いしたいと思います、今回の補正、補助金

は。 

２点目が、款７の目３道路改良費の中で、危険ブロック塀安全保護の補助金が２

００万円付いたということですけども、これは前年度から町が２００万円要求した

ものであるという、それが出てきたと思いますけども、いわゆる通学路における民

間のブロック等は特に要請があったと思いますけども、具体的にこの２００万円の

根拠ですけども、どういう申請をされたのか、どこがどのあたりなのかというのは

分かったら説明をいただきたいと思います。 

あと１点が、款８目１の芦北広域行政事務組合の負担金がありますけども、ちょ

っと救急車のどうのこうのと言われたんですけども、１市２町で負担がありますけ

ども、この具体的な負担の内容を教えてください。以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 川尾企画財政課長。 

○企画財政課長（川尾敏浩君） それでは、一番最初に質問がございました地域おこし

協力隊活動補助金の５０万円、これにつきましては先ほど３人という質問がござい

ましたが、４人でございます。その中のお一人の方がですね、来年度に起業をする、

事業を起こすというようなことから、今回、芦北町地域おこし協力隊事業活動補助

金交付要綱の第３条に基づいて、隊員が本町内で起業する者の起業に要する経費を

補助するものというようなことで、総額１００万円。ですから、今年度５０万円を

予定しております。来年度５０万円というようなことで予定をしておりまして、今

考えておられるのが御立岬での海の家サップ、または大野中学校の家庭科室などを

もう少し備品を揃えたりとかというようなことから、今回５０万円を計上したもの

であります。 

次に、移住定住推進事業補助金の１５０万円でございますが、まず当初予算で１

５０万円の予算措置をしてございます。内容は改修工事が３件の９０万円、家財道

具等の撤去が３件の６０万円、合計１５０万円という予算措置をしております。現

在の執行が改修工事のみを行ったのが２件の６０万円、家財道具等の不要物撤去の

みを行ったのが３件の４２万８,０００円、双方を補助としていただいて、事業実

施されたのが１件の３９万１,０００円、トータルで１４１万９,０００円の執行が

今なされておりまして、執行残が８万２,０００円でございます。今後、いろいろ

とお話をいただいているもの等を踏まえまして、今回１５０万円を追加するもので

ございます。以上でございます。 

○議長（宮尾秀行君） 鎌倉建設課長。 
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○建設課長（鎌倉博之君） 危険ブロック塀等の内容について、御説明いたします。 

現在、効果促進事業のほうで危険ブロックの撤去のほうを行っておるところでご

ざいます。市町村でですね、危険ブロックの撤去を行っている市町村には、国のほ

うからですね、今回、期間事業として国の配分が１００万円あったところでござい

ます。今回補正をお願いしたところでございますが、内容がですね、多少ちょっと

違っておりまして、今回の補正の内容は、今までは国道、県道、町道、４ｍ以上の

道路に接するブロックとかです。あるいは通学路、避難路という基準がありました

けど、今回は幅員４ｍ以上の国道、県道、町道はもとより、加えましてですね、里

道などの道路の横のブロックも対象ということでなっております。ですので、補助

上限もですね、以前は２０万円でしたけど、今回はもう上限なしということで、延

長の長いブロックも有利かなというところで期待されているところでございます。 

箇所につきましてはですね、今後周知をしていきながら、ホームページ等ですね、

周知をしていきながら、この内容をですね、掲載して呼びかけていく予定でござい

ます。今後は、塀の延長や道路の種類に関わらず、幅広い対象者に制度を利用して

いただくため、今回お願いしているものでございます。ただ、今回行うものにつき

ましては、３分の１が受益者負担ということになっておりますので、そこも今回の

制度の改正であったところでございます。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 櫻井総務課長。 

○総務課長（櫻井優一君） 款８消防費の負担金補助及び交付金２５８万円についてで

ございますが、先ほど企画財政課長より説明がありました救急車購入に対する指定

寄附であります。熊本日日新聞等でですね、見られた方もいらっしゃるかと思いま

すが、芦北町大字米田の前田將様から２,８００万円の寄附をいただいております。

救急車購入に係る費用が３,４２７万６,０００円ということでございまして、不足

する６２７万６,０００円、これをですね、構成市町であります水俣市、芦北町、

津奈木町で負担率がありますので、その負担率によって算定して、各市町が負担す

るということでなっております。その金額でございます。以上で終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） 今の水俣芦北広域のほうは了解いたしました。 

次に、ブロック塀の件で、また再度確認しますけども、今から募集といいますか、

考えておられるようでありますけども、これはもう事故がメディアで報道されてか

らもう大分なりますし、通学路においては私も一般質問とかいろいろやったと思い

ますけども、早急にやるべき問題じゃなかろうかというふうに思います。民間が手

を挙げてからやるというのじゃなくして、やっぱり事前に通学路なんか調査してお
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られると思いますが、教育委員会のほうで。だから、早急にやるべき問題じゃない

かと。地震も頻発にこの頃起きていますよね。そういうことで、私は緊急性がある

んじゃないかなと思いますので、早く通学路においてはやってもらいたいなという

考えでおりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

次に、地域おこしの件ですけども、現在４人が来ておられるんですかね。今現在、

来ている方に対しての補助金ということで理解していいんですか、諸々の。 

○議長（宮尾秀行君） 川尾企画財政課長。 

○企画財政課長（川尾敏浩君） お答え申し上げます。 

現在、４人お出でいただいております。男性お二人、女性お二人でございまして、

その中の男性のお一人の方が来年度に事業を起こすための事前準備を行いたいとい

うようなことから、今回５０万円を補正をしたものでございます。先ほど、補助金

交付要綱を申し上げましたけども、残りの方についてもですね、来年度以降、事業

を起こしたいということの申し出がありますと、退任後１年までの間は補助対象と

することになっていますので、退任されてからでも補助申請を受け付けるという形

になります。今回はお一人の男性の方、事前準備の５０万円というようなことでご

ざいます。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） ３回目です。 

私、４人と言ったけど、１人は夫婦ですよね。だから、一人一人で４人てなるん

ですね。はい、分かりました。了解です。 

○議長（宮尾秀行君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４０号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４０号は原案のとおり可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第１８ 議案第４１号 令和元年度芦北町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号） 
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○議長（宮尾秀行君） 日程第１８、議案第４１号「令和元年度芦北町国民健康保険事

業特別会計補正予算（第２号）」を議題とします。 

本案について説明を求めます。田渕住民生活課長。 

○住民生活課長（田渕耕一君） 議案第４１号、令和元年度芦北町国民健康保険事業特

別会計補正予算（第２号）について、御説明いたします。 

事業勘定の予算の総額に歳入歳出それぞれ７８万７,０００円を追加し、総額を

２９億９,８１７万６,０００円とするものでございます。 

歳出から御説明申し上げます。 

予算書７ページになります。 

款８諸支出金の償還金７８万７,０００円は、特定健診等の平成３０年度の事業

実績に伴います国庫負担金、県負担金の精算償還金でございます。 

歳入につきましては、６ページになります。 

款６繰越金の７８万７,０００円は、前年度繰越金を補正財源とするものでござ

います。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４１号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４１号は原案のとおり可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第１９ 議案第４２号 令和元年度芦北町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

○議長（宮尾秀行君） 日程第１９、議案第４２号「令和元年度芦北町介護保険事業特

別会計補正予算（第２号）」を議題とします。 

本案について、説明を求めます。内田福祉課長。 

○福祉課長（内田照也君） 議案第４２号、令和元年度芦北町介護保険事業特別会計補

正予算（第２号）について、御説明いたします。 
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予算の総額に歳入歳出それぞれ２,１５６万６,０００円を追加し、総額を２３億

４,００８万５,０００円とするものでございます。 

補正の内容につきまして、予算書をもとに歳出から御説明いたします。 

予算書は７ページになります。 

款５諸支出金の償還金２,１５６万６,０００円は、介護給付費、地域支援事業費

の平成３０年度の事業実績に伴います国庫負担金、県費負担金等の精算償還金でご

ざいます。 

次に、歳入につきましては、６ページになります。 

款８繰越金の２,１５６万６,０００円は、前年度繰越金を補正財源とするもので

ございます。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４２号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４２号は原案のとおり可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第２０ 議案第４３号 令和元年度芦北町有温泉事業特別会計補正予算（第２号） 

○議長（宮尾秀行君） 日程第２０、議案第４３号「令和元年度芦北町有温泉事業特別

会計補正予算（第２号）」を議題とします。 

本案について、説明を求めます。松本商工観光課長。 

○商工観光課長（松本俊造君） おはようございます。 

議案第４３号、令和元年度芦北町有温泉事業特別会計補正予算（第２号）につい

て、御説明いたします。 

今回の補正は、予算の総額に歳入歳出それぞれ４５１万円を追加し、総額を１億

９４７万８,０００円とするものです。 

補正の内容につきまして、予算書をもとに歳出から御説明いたします。 
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予算書７ページになります。 

款１温泉運営費、目４大野温泉センター運営費の補正額４５１万円は、消音ボイ

ラーの故障によりまして、冬場の営業に向けて支障を来しますので、今回、取替修

繕を行うものです。 

次に、歳入につきまして、６ページになります。 

款３繰入金の一般会計繰入金４５１万円は、今回の補正財源として一般会計から

繰り入れるものです。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４３号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４３号は原案のとおり可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第２１ 議案第４４号 芦北町移住体験住宅条例の制定について 

○議長（宮尾秀行君） 日程第２１、議案第４４号「芦北町移住体験住宅条例の制定に

ついて」を議題とします。 

議案第４４号は、先の議会運営委員会で委員会付託とする旨の答申があっており

ます。したがって、会議規則第３８条第２項の規定により、説明を省略したいと思

います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。 

これから議案第４４号に対し、質疑を行います。先の議会運営委員会において委

員会付託の答申があっておりますので、質疑はあくまで総括的かつ大綱にとどめる

よう求めます。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 
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お諮りします。議案第４４号の審査については、会議規則第３８条第１項の規定

により、お手元に配付しております議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託

したいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。 

したがって、所管の常任委員会に付託することに決定しました。 

常任委員会においては、慎重な審査をされ、その結果を最終日の本会議において

常任委員長から報告願います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第２２ 議案第４５号 芦北町行政財産使用料条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

○議長（宮尾秀行君） 日程第２２、議案第４５号「芦北町行政財産使用料条例の一部

を改正する条例の制定について」を議題とします。 

本案について、説明を求めます。櫻井総務課長。 

○総務課長（櫻井優一君） 議案第４５号、芦北町行政財産使用料条例の一部を改正す

る条例の制定について、御説明申し上げます。 

本議案は、令和元年１０月１日から消費税等の税率が１０％に引き上げられるこ

とに伴い、行政財産使用料条例の関係規定を改正するものでございます。 

なお、提案理由につきましては、記載のとおりでございます。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。坂本君。 

○４番（坂本 登君） 行政財産使用料ということですが、行政財産というのはどうい

うものを示しているんですか、ちょっと教えてください。 

○議長（宮尾秀行君） 櫻井総務課長。 

○総務課長（櫻井優一君） 主なものがですね、電柱の使用料が一番大きゅうございま

す。 

○議長（宮尾秀行君） ほかに質疑ありませんか。坂本君。 

○４番（坂本 登君） 主なもので電柱と言われましたけど、主でないのもあるんです

かね。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。財産調書に全部、行政財産、書いてありますが、それ

を見てもらえば分かると思いますが。よろしいですか。じゃあ櫻井総務課長。 

○総務課長（櫻井優一君） 金額的に申しますと、先ほど言いました電柱ですね、本柱

とか支柱、道路にありますが、そういったものが主なものでございます。それとで
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すね、あと、土地もございます。土地の１カ月未満の土地の貸し付け等もこれに該

当するということであります。以上であります。 

○議長（宮尾秀行君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４５号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４５号は原案のとおり可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第２３ 議案第４６号 芦北町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

○議長（宮尾秀行君） 日程第２３、議案第４６号「芦北町水道事業給水条例の一部を

改正する条例の制定について」を議題とします。 

本案について、説明を求めます。杉本上下水道課長。 

○上下水道課長（杉本芳郎君） 議案第４６号、芦北町水道事業給水条例の一部を改正

する条例の制定について、御説明申し上げます。 

   本議案は、令和元年１０月１日から消費税率等の税率が１０％に引き上げられる

ことに伴い、水道の新設時に係る加入金及び水道料金の基本料金と超過料金につい

て改正を行うものでございます。 

また、経過措置として、９月分までの料金については従前のとおりとすることと

しております。 

なお、提案理由につきましては、記載のとおりでございます。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４６号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４６号は原案のとおり可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第２４ 議案第４７号 芦北町浄化槽市町村整備推進事業条例の一部を改正する条例

の制定について 

○議長（宮尾秀行君） 日程第２４、議案第４７号「芦北町浄化槽市町村整備推進事業

条例の一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

本案について、説明を求めます。杉本上下水道課長。 

○上下水道課長（杉本芳郎君） 議案第４７号、芦北町浄化槽市町村整備推進事業条例

の一部を改正する条例の制定について、御説明申し上げます。 

本議案は、議案第４６号と同様に、消費税等の税率が引き上げられることに伴い、

町が設置及び管理する浄化槽を使用する場合の使用料について改正を行うものでご

ざいます。 

また、経過措置として、９月分までの料金については従前のとおりとすることと

しております。 

なお、提案理由につきましては、記載のとおりでございます。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。坂本君。 

○４番（坂本 登君） 提案理由の中に、町が設置及び管理する浄化槽というのを、具

体的に教えてください。 

○議長（宮尾秀行君） 杉本上下水道課長。 

○上下水道課長（杉本芳郎君） 町が設置、管理するということは、町が維持管理して

いる、町が事業主体となって事業運営している浄化槽でございます。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） どこに設置してあるとかを聞いたんですけど。 

○議長（宮尾秀行君） 杉本上下水道課長。 

○上下水道課長（杉本芳郎君） 田浦地区に設置してある浄化槽でございます。市町村

型設置の浄化槽でございます。 

○議長（宮尾秀行君） ほかに質疑ありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４７号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４７号は原案のとおり可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第２５ 議案第４８号 芦北町農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例の制

定について 

○議長（宮尾秀行君） 日程第２５、議案第４８号「芦北町農業集落排水処理施設条例

の一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

本案について、説明を求めます。杉本上下水道課長。 

○上下水道課長（杉本芳郎君） 議案第４８号、芦北町農業集落排水処理施設条例の一

部を改正する条例の制定について、御説明申し上げます。 

本議案は、議案第４６号と同様に、消費税等の税率が引き上げられることに伴い、

町が設置及び管理する農業集落排水処理施設を使用する場合の使用料について、改

正を行うものでございます。 

また、経過措置として、９月分までの料金については従前のとおりとすることと

しております。 

なお、提案理由につきましては、記載のとおりでございます。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４８号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４８号は原案のとおり可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第２６ 議案第４９号 財産の無償譲渡について 

○議長（宮尾秀行君） 日程第２６、議案第４９号「財産の無償譲渡について」を議題

とします。 

本案について、説明を求めます。櫻井総務課長。 

○総務課長（櫻井優一君） 議案第４９号、財産の無償譲渡について、御説明申し上げ

ます。 

本議案は、花岡東公民館敷地の無償譲渡に係るものであります。 

１ 財産の表示、所在「花岡字中村上７７０番地８」、種別「土地」、地目「宅

地」、地積「３２８.０５㎡」、「花岡東公民館敷地」であります。 

２ 無償譲渡の相手方、花岡東区 区長 白菊静子。 

３ 無償譲渡をする日、議決日。 

概要について、御説明申し上げます。 

当該財産は、現在の花岡東公民館の敷地でございますが、公民館建設当時の昭和

６２年６月２４日付で公民館建設用地として地元有志の共同名義で町に対して寄附

された経緯がございます。これは公民館建設当時、自治会や町内会などの地縁によ

る団体に法人格を付与する法的な枠組みがなく、地区名義で所有することができま

せんでしたが、個人の名義とした場合についても構成員が転居した場合の手続きや

相続などの財産上の諸問題が発生するため、地区が公民館を建設する場合には町に

建設用地を寄附して、町の普通財産とした上で公民館が建設されることが通例でご

ざいました。 

現在は、地方自治法が改正され、地縁による団体に法人格を付与する認可地縁団

体制度が法的に整備されております。花岡東区は、この法的な枠組みを活用して、

令和元年５月２２日付で認可地縁団体となり、地区名義で不動産登記が可能となり

ました。令和元年７月２６日付で当該土地の無償譲渡に係る要望書が町に提出され

ましたので、公民館建設当時の経緯を踏まえまして、当該財産を無償で譲渡するも

のでございます。 

なお、提案理由につきましては、記載のとおりでございます。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４９号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４９号は原案のとおり可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第２７ 議案第５０号 工事請負契約の締結について 

○議長（宮尾秀行君） 日程第２７、議案第５０号「工事請負契約の締結について」を

議題とします。 

本案について、説明を求めます。櫻井総務課長。 

○総務課長（櫻井優一君） 議案第５０号、工事請負契約の締結について、御説明申し

上げます。 

本議案は、町道射場芦北線（国道３号交差点）外道路新設改良工事の請負契約締

結の承認に係るものであります。 

１ 契約の目的  町道射場芦北線（国道３号交差点）外道路新設改良工事 

２ 契約の方法  指名競争入札 

３ 契約の金額  ９,１８５万円 

４ 契約の相手方 熊本県葦北郡芦北町大字田浦７３５番地１ 

平松・浪本特定建設工事共同企業体 

代表者 株式会社平松建設 代表取締役 平松 久 

工事の概要について、御説明申し上げます。 

本工事は、国道３号の平生交差点付近の道路拡幅と舗装の打ち替えを行うもので、

１３０ｍの施工区間となっております。 

次に、入札の経緯について申し上げます。 

本工事の内容・規模を確実に施工するためには、特定建設工事共同企業体方式を

採用し、その組み合わせにつきましては、町内業者２社による編成が効果的である

と考え、第１グループに町内土木業者Ａランク上位１１社、第２グループに町内土

木業者Ｂランク及びＣランク１１社を選定しました。入札は、８月２２日に執行し、

仮契約を翌日の８月２３日に行っております。 
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契約金額につきましては、消費税及び地方消費税率１０％を適用しておりますが、

消費税法等の施行が見送られた場合、改正前の税率を適用するものとしております。 

なお、提案理由につきましては、記載のとおりでございます。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第５０号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５０号は原案のとおり可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第２８ 議案第５１号 工事請負契約の締結について 

○議長（宮尾秀行君） 日程第２８、議案第５１号「工事請負契約の締結について」を

議題とします。 

本案について、説明を求めます。櫻井総務課長。 

○総務課長（櫻井優一君） 議案第５１号、工事請負契約の締結について、御説明申し

上げます。 

本議案は、町道射場芦北線（芦北４工区）道路新設改良工事の請負契約締結の承

認に係るものであります。 

１ 契約の目的  町道射場芦北線（芦北４工区）道路新設改良工事 

２ 契約の方法  指名競争入札 

３ 契約の金額  ６,０２８万円 

４ 契約の相手方 熊本県葦北郡芦北町大字白木１１９０番地 

木崎・フクマツ特定建設工事共同企業体 

代表者 株式会社木崎建設 代表取締役 木﨑 隆士 

工事の概要について、御説明申し上げます。 

本工事は、１８０ｍの施工区間となっており、重力式擁壁工、水路工、舗装工な

どの道路新設改良工事を行うものでございます。 
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入札の経緯につきましては、議案第５０号と同様でございますので、割愛いたし

ます。 

なお、提案理由につきましては、記載のとおりでございます。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第５１号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５１号は原案のとおり可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第２９ 議案第５２号 工事請負契約の締結について 

○議長（宮尾秀行君） 日程第２９、議案第５２号「工事請負契約の締結について」を

議題とします。 

本案について、説明を求めます。櫻井総務課長。 

○総務課長（櫻井優一君） 議案第５２号、工事請負契約の締結について、御説明申し

上げます。 

本議案は、山崎橋橋梁補修工事の請負契約締結の承認に係るものであります。 

１ 契約の目的  山崎橋橋梁補修工事 

２ 契約の方法  指名競争入札 

３ 契約の金額  ５,７７５万円 

４ 契約の相手方 熊本県葦北郡芦北町大字乙千屋５９３番地 

横山・泉特定建設工事共同企業体 

代表者 株式会社横山建設 代表取締役 横山 伸一 

工事の概要について、御説明申し上げます。 

本工事は、橋梁点検の結果を踏まえた補修工事で、施工延長５３ｍにつきまして

は、上部・下部構造のクラック補修及び断面補修、橋面部のアスファルト部分を全

面的に打ち替えて、橋面防水を施工します。また、歩道部について、上部構造と下
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部構造をつなぐ支承の補修を行い、鋼床板部が錆びているため、舗装の塗り替えを

行います。 

入札の経緯につきましては、議案第５０号と同様でございますので、割愛いたし

ます。 

なお、提案理由につきましては、記載のとおりでございます。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第５２号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５２号は原案のとおり可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮尾秀行君） 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

本日はこれで散会します。 

御苦労様でした。 

午前１１時２５分より、議員控室において常任委員会の連合審査会を行います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午前１１時１５分 
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令和元年第３回定例会一般質問通告表 

質問

順番 
質問者 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ 川尻成美 １ 消費税10％

への引き上げ

の町の対応に

ついて 

10月に予定される消費税

10％への引き上げが確実とな

るようだ。国において事務手

続き等最終段階である。 

① 消費税アップに伴い、町が

行う事務に関し、どのよう

な影響があるか。また、そ

の対応はどうなっている

か。 

② 消費者として、軽減税率な

ど分かりにくい部分がある

が、どのように啓発してい

くのか。 

町 長 

 

 

２ 学校及び芦

北町総合コミ

ュニティセン

ターへの司書

配置について 

本町内の小中学校図書室に

は司書が配置されていないと

聞いている。 

① 現状はどうなっているか。 

また改善策は考えているか。 

② 芦北町総合コミュニティセ

ンター建設が予定され、新し

い図書館も建設される。司書

の配置はどのように考えてい

るか。 

教育長 

２ 坂本 登 １ 地域経済の

循環と雇用に

ついて 

① 私の６月議会質問に対し町

長は「雇用もどんどん増えて

いる。やれることはやる。」

と答弁されました。直近５年

間の雇用者数の業種別推移は

如何か。 

② 「地域経済の循環」につい

て、町における実態を把握す

るために、町の地域産業連関

表を作成する考えはないか。

また、今後の総合計画等に反

映させるために、「地域経済

町 長 
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分析システム」ＲＥＳＡＳ

（リーサス）を活用し、地域

の経済構造を分析し研究をす

るワーキンググループを新た

に設け推進する考えはない

か。 

２ 中等度難聴

者補聴器購入

費補助拡充に

ついて 

① 現行の補聴器購入に対する

公的助成制度はどうなってい

るか。 

② ＷＨＯ、世界保健機関では

何デシベル以上に補聴器を付

けるということが奨励されて

いるか。 

③ 助成対象になっていない難

聴の程度40～69デシベルの中

等度の方を対象とした補聴器

の購入に対して、町独自の補

助をする考えはないか。ま

た、町として中等度難聴者に

何ができるのか、どうしてい

くべきなのか、研究を含めて

検討を進めてほしいが如何

か。 

町 長 

 

３ ペーパーレ

ス化・タブレ

ット活用につ

いて 

町の業務が効率化されると

いわれているペーパーレス

化・タブレット活用につい

て、どのように考えている

か。また、ペーパーレス化・

タブレット活用のメリット・

デメリットは何か。 

町 長 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮尾秀行君） おはようございます。 

直ちに本日の会議を開きます。 

本日の日程は、議席に配付してあります議事日程のとおりであります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第１ 一般質問 

○議長（宮尾秀行君） 日程第１「一般質問」を行います。 

   質問通告者は２人です。通告書はお手元に配付しております。質問時間は、従来

どおり補助質問を含めて３０分以内に制限します。それから、一般質問は通告制で

あります。質問に関連して求める関連質問は許可しません。質問に当たっては、通

告内容に基づいた質問をされるよう求めます。なお、執行部の答弁も明快かつ簡潔

に願います。 

それでは、順番に発言を許します。 

はじめに、川尻君。 

○１２番（川尻成美君） 皆さま、おはようございます。 

９月定例会開会後２日目でございます。 

まず、秋雨前線が停滞が長引いて、先週は北部九州の特に佐賀大町町等、大きな

被害があったようでございます。お見舞い申し上げ、早い復旧を祈念申し上げます。 

また、我が芦北においても日照不足で、作物の成長等、危惧されますけども、ど

うか今後回復してですね、実りの秋になってもらいたいなと願っております。 

さて、９月定例会に臨みまして、一般質問、２点の質問をいたします。 

まず第１は、消費税１０％への引き上げの町の対応についてであります。２つに、

学校及び芦北総合コミュニティセンターへの司書配置について質問します。 

まず、第１の消費税１０％への引き上げの町の対応についてであります。消費税

増税は反対はまだまだ根強い中でありますが、今１０月１日から予定される消費税

１０％への引き上げが確実となるようであります。それに伴い、国においては事務

手続きに急務を要し、最終段階と思っております。そこで、１点の質問は、消費税

アップに伴い、町が行う事務に関し、どのような影響があるのかであります。また、

その対応はどうなっているのか、担当課に質問をいたします。 

先の全員協議会で、消費増税に伴う使用料の改定等について説明を受けておりま

すが、通告をしておりましたし、また違った観点からの質問となりますので、答弁、

よろしくお願いを申し上げます。 

次に、２点として、消費者として軽減税率等、分かりにくい部分が多々あります。
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町民へのどのような形で啓発されるのか、また分かりやすい説明をどうされるのか

質問をします。 

第２の学校及び建設予定の芦北町総合コミュニティセンターの司書配置について

質問します。私は、今年２月１０日と２月１７日の西日本新聞の「くらし」という

コラム記事がございますが、その２月のテーマは「学校図書館？」という見出しで

記事が連載されておりました。４回にわたった連載でございましたが、文部科学省

の調査で、学校図書館の司書がゼロという記事であったわけです。九州の市町村が

公表されていました。小中学校配置ゼロの熊本県の市町村が１４ある中に、芦北町

もゼロとして名が挙がっておったわけであります。司書教諭の配置は、１２学級以

上の学校は義務づけられておりますが、熊本県、宮崎県が配置ゼロの市町村が多い

のに驚いたわけであります。 

そこで、質問の１点は、現状は我が町の小中学校の現状はどうなっているのか、

各学校図書の管理運営はどのようになっているのか、今後改善策はないものか質問

するものであります。 

２点は、芦北町総合コミュニティセンター建設が予定され、新しい図書館も併設

されるようであります。そこで、新図書購入費８,９００万円、その図書４万冊が

９月補正予算に上程され、債務負担行為の補正として可決を先日したわけでありま

す。この施設に図書館司書の採用が予定すると、先の全員協議会でありましたが、

募集内容等、具体的に説明を求めるものであります。 

以上、２つの問題でありましたが、第１の質問の消費増税は、消費者、商店等、

トラブルが予測されると思っておりますが、消費落ち込みも含め予測されるわけで

あります。総体的に町長の考えを聞かせていただければ幸いかと思います。 

以上申し上げ、登壇しての１回目の質問を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君の１回目の質問が終わりました。答弁を求めます。竹﨑

町長。 

○町長（竹﨑一成君） 川尻議員の質問にお答えいたします。 

質問の主題１につきましては、先日行われた全員協議会、昨日の議案審議におき

まして、各担当課長から御説明させていただき、議決いただいたところであります

が、御質問でありますので、担当課長から答弁させます。 

○議長（宮尾秀行君） 岩田教育長。 

○教育長（岩田繁義君） 質問の主題２の①②につきましては、関連しますので併せて

お答えいたします。 

学校図書館法によると、設置は努力義務とされております。町内の小中学校図書

室には、現在のところ、専門的な知識、経験を有する学校図書館担当事務職員、い
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わゆる学校司書の配置はしておりません。各小中学校においては、図書館教育担当

の教職員が学校司書の役割を行っているところでございます。なお、司書について

は、令和元年度の職員採用試験において１人を採用予定であり、総合コミュニティ

センター図書館へ配置するよう予定しております。司書募集の内容につきましては、

担当課のほうから説明はさせたいと思います。 

また、学校に対しましては、その司書が各学校を訪問し、図書紹介や読み聞かせ、

読書等の取組を行うことが考えられております。 

以上でございます。 

○議長（宮尾秀行君） 櫻井総務課長。 

○総務課長（櫻井優一君） 質問の主題１の①についてお答えします。消費税率１０％

への引き上げが令和元年１０月１日より施行されます。これに伴う町が行う事務へ

の影響、対応につきましては、本９月議会におきまして、行政財産の使用料、公営

企業会計等におきます使用料について、２％を上乗せする条例改正を上程し、昨日、

議決いただいたところでございます。また、体育施設、温泉施設等については、町

民の負担軽減を図る必要から、使用料を据え置くこととしております。なお、消費

税の対象とならないものとして例を挙げますと、窓口等が発行します各種証明書、

介護保険サービス、保育料、埋葬料、火葬料、住宅使用料等が消費税法に規定され

ている非課税となる主なものでございます。 

続きまして、募集内容の具体的な内容でございますが、受付期間は本年、令和元

年７月２９日から８月１６日でございました。図書館司書の申込み人数は５名であ

ります。具体的には、受験資格を司書の資格を有し、公共図書館、学校図書館、大

学図書館等における図書館司書の職務経験を通算して３年以上有するものとし、司

書としての実務のノウハウを有する者を募集したところであります。 

○議長（宮尾秀行君） 元山税務課長。 

○税務課長（元山俊治君） おはようございます。 

質問の主題１の②について、お答えいたします。消費税は国税、地方消費税は県

税であるため、税務課では国や県からの依頼により、消費税軽減税率制度等の広

報・周知を行ってまいりました。今までは消費者向けというよりは、体制づくりの

ための事業者に対しての広報・周知の依頼がほとんどでしたが、今後は消費者向け

の広報・周知の依頼が増えてくると考えられますので、適宜、適正なタイミングで

住民への広報・周知に努めていきたいと思います。 

以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） それでは、消費税増税のほうからいきたいと思いますが、全
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員協議会で説明がなされて、私もそれは町の改定に伴うものは理解をしたわけであ

ります。そういう中で、私のところにも国税局からの軽減税率税の仕組み等の書類

が送って、昨日、一昨日ですか、送ってきたのは事実であります。町として、国・

県のほうからの依頼でありますが、そのまず率直に言って、事務的な消費税増税に

伴う事務的な負荷といいますか、は大体どのくらい予測するんですかね、分からな

いですかね。どんなですか。 

○議長（宮尾秀行君） 数字で表れてきますでしょうか、それとも。 

○１２番（川尻成美君） 大綱的にいいです。 

○議長（宮尾秀行君） 元山税務課長。 

○税務課長（元山俊治君） その数字的なものについては、現在分かりかねます。以上

です。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） 国・県からのこれに伴う補助金とか交付金とかはあるんです

かね、どんなですか。そこをちょっと聞きたかったんですよ。 

○議長（宮尾秀行君） しばらく休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時１４分 

再開 午前１０時１４分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮尾秀行君） 会議を再開します。 

元山税務課長。 

○税務課長（元山俊治君） 広報等に対する事務費等の補助金についてはありません。

以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） これに伴う事務あるいは町独自の啓発活動とか広報について

は、一般財源で行うということで、それでは理解をいたします。 

かなり税務課においては事務的にいろいろあるんではないかなと、労力がいるん

じゃないかなというふうに懸念をするわけであります。そして、今のもう１カ月を

切ったわけですけども、いわゆるこのいろいろ説明があったり、補助の手続きをや

ったりとかするのにですね、予測された件数の４分の１ぐらいしか応募がなかった

り、書いてありました、新聞に。例えばレジ１台に、最大２０万円の補助があると

いう申請に対して、３０万件予測していたのに１２万件しかないとか、そういうこ

れに伴う改善しなければいけないのは、やっぱり補助はあるのに来ないという予測

がされておりますし、非常にポイント還元制度の登録申請をすべき２０万件の店が
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４分の１しかまだ申請がないと、こういう事態があって、私、混乱が予測されるん

じゃないかなというふうに思っていてですね、町内にそういう店等、特に中小企業

の企業の皆さん方はそういうのが懸念されるんじゃないかなという心配もあります

が、いかがでしょうか、税務課としては。 

○議長（宮尾秀行君） 元山税務課長。 

○税務課長（元山俊治君） これまでも先ほど申しましたとおり、まちだより等でです

ね、４回の掲載を行ってきております。これは事業者向けの消費税の軽減税率制度

の説明会の案内ということで行ってまいりました。また、広報あしきたへの掲載も

１回６月号に載せております。これは電話相談センターの案内ということで周知を

しておるところです。 

また、昨日、芦北町のホームページのほうにも、国税庁、それから総務省のホー

ムページの紹介ということで、これも広報・周知のほうを行っているところでござ

います。また、今後の予定としましては、広報あしきたの９月号に特集ページを掲

載予定でございます。また、税務課の窓口等ではですね、国・県からの消費税関係

のチラシを備え置きをしております。 

このように、税務課としては、やれる範囲のことで広報・周知を行っているとこ

ろでございます。 

以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） 鋭意、要するに住民、国民が理解を事前にしなければいけな

い点が非常に多いというふうに思います。軽減税率といいますと、外食産業におい

ては食べたら１０％がかかる、持って帰ったら８％でいいとか、そういう兼ね合い

がありますし、反対でした、反対。その通りやったな。持ち帰れば８％でいい。そ

ういう勘違いする点があったのはその通りでありますし、そこをトラブルがないよ

うにどうするのかというのも、やっぱり個人の理解度の問題とは思いますけども、

やっぱり町内の中でですね、やっぱり周知というのは大事じゃないだろうかと思い

ますし、今からキャッシュレス時代があると思います。中国なんかはもうほとんど

財布の中にお金は入っていませんという形ですけども、キャッシュレスだと中小規

模の店舗ですると５％の還元があるとか、コンビニとかフランチャイズは２％とか、

大手スーパーとか百貨店は無しとかありますけども、こういうのの使い分けで非常

にですね、私も顧問の税理士さんがおられますけども、このことも聞きましたら、

言いにくいんですけど、この制度は愚策だというような形で言われておりました。

ほとんどの税理士さんがこの制度は愚策だという、分かりづらいという、そしてそ

れが飛躍しますけども、やっぱり社会保障に本当にこの消費税が使われるのかなと
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いう問題もありますし、そういうことで今回やっぱり今に合った状況の中でこうい

う質問をしたんですけども、鋭意やっぱり町としての町民にいかに啓発して理解を

してもらえる、説明をしてもらえる、そういうことを一番この一般質問では重視し

た次第であります。ネットで取ればですね、いろいろあるんですけれども、なかな

か当事者としてお店に行ったときは、やっぱり非常に勘違いする、理解が得られな

い状況もありますので、そういう中でしっかりとした多忙な事務でもある中に努力

をしていただきたいなというふうに思います。 

町長、私、冒頭言いましたように、町長としてやっぱりどういうことを職員にで

すね、伝えて、頑張れという激励も含めてですね、一言お願いしたいと思います。 

○議長（宮尾秀行君） 竹﨑町長。 

○町長（竹﨑一成君） 職員につきましては、芦北町という行政体が取り組むべきこと

につきましては、もう事務的に淡々とやるだけであります。また、一般消費者の方、

生産者の方々につきましては、それぞれ連合組織等ございますので、そこもですね、

これらには取り組んでおることかと思っております。ニュースとか新聞を見ますと、

商店でもレジの切り替えもまだしてないと、もう既に実施まで１カ月を切ったわけ

でありますが、それもしてない。うちはもうそのまま行くというところが結構ある

みたいです。先ほどおっしゃったように、ややこしくて仕方ありません。ですから、

先ほどもちょっといろいろ勘違いがあったわけでありますが、恐らく国はですね、

もう走りながら考えようというですね、いつものパターンではなかろうかなと思い

ますが、これはもう実際失敗を繰り返す中でですね、学ぶ以外にないのかなと。一

般的にはですね、そういう思いもしないわけではないわけですが、しかし町民の皆

さん方の不安が少しでもですね、軽減されるように町としても広報等を通じて取り

組んでまいりたいと思います。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） 了解いたしました。 

次に、２つ目の問題です。私もこの２月の新聞報道を見まして、ちょっとびっく

りしたわけでありますけども、しかしながら、この図書司書教諭は学校には先ほど

申し上げましたように、１２学級以上じゃないと義務づけはされてないということ

で、現在やってないということでありますけども、私、聞き取り調査を行いました。

この一般質問をするにはやっぱり裏付けが必要ですので、小中学校、聞き取り調査

を行ったわけでありますけども、小学校においてはですね、小学校教諭は全科目、

学級を見ますので、専門的な国語教諭はいませんが、その配置された教諭の中で図

書担当を決めて、１年か２年か分かりません。多分１年ローリングでやると思いま

すけども、そうしてやっている。そして、子どもたちも図書係がおるから、図書係
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と一緒に図書の管理はやっているということでありました。町から支援員を入れて

ありますので、その方も加勢をしてもらっているということでございます。中学校

においては、国語教諭がおりますので、中には専門の司書教諭も何人かおられると

思いますけども、その方が担当されて生徒の図書係とやっぱり同じくシステムはや

っている。 

また、管理については、パソコンでですね、管理をしている。そして、貸し出し

等については、バーコード、これは小中学校一緒です。今はもうそういう校長会で

も決めてあるんじゃないかなと、システムをですね。大変良いことじゃないかと。

しかしながら、やっぱり仕分けといいますか、管理については非常に重荷があると

いうような含みをおっしゃっておりましたし、整理、古いのをどう処分していいの

か、そういうのもちょっと問題、自分たちではできないものもあるというようなこ

とが懸念されるようでありました。４校聞き取り調査をしましたときに、全学校が

そういうことを言われておりました。夏休みの期間とか冬休みとか、休みが長くあ

ったときに、修理したりとかはやっていますというようなことでありました。 

そういう状況の中でありますけども、小中学校に今どのくらいの図書が、小学校

９校、中学校３校ですけども、どのくらいの図書があるんですかね、まず一点。 

○議長（宮尾秀行君） 白坂教育課長。 

○教育課長（白坂達也君） お答えいたします。 

現在、学校にある図書室の蔵書数につきましては、田浦小学校が６,１９３冊、

佐敷小学校が６,２２３冊、大野小学校が４,３０６冊、吉尾小学校が２,９１６冊、

湯浦小学校が４,９０９冊、内野小学校が４,２０６冊、田浦中学校が５,５７９冊、

佐敷中学校が６,４７７冊、湯浦中学校が５,３５９冊でございます。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） 先ほど始まる前に、毎年、図書費はどのくらいですかという

ことで聞いたんですけども、会議録で残すために平成３１年度の予算はどのくらい

ですかね、小学校、中学校の。 

○議長（宮尾秀行君） 白坂教育課長。 

○教育課長（白坂達也君） 平成３１年度に限らずですね、毎年同じ額を計上しており

ます。中学校におきましては３校で１００万円でございます。小学校につきまして

は６校で１５０万円を予算計上しているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） そこで、学校からもっと増冊してくれとか、そういうことの

要望とかは校長会等ではないんですか。今で十分でしょうか、どんなですか。 
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○議長（宮尾秀行君） 白坂教育課長。 

○教育課長（白坂達也君） お答えいたします。 

校長会等からですね、特別もっと予算を増やしてほしいという要望は上がってお

りません。なお、地道にですね、毎年、継続的に予算を付けながらですね、図書の

充実を図っているというところでございます。 

以上でございます。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） それではですね、学校図書の重要性というのが非常に問われ

る問題というふうに、識者、この新聞に投稿された識者は言っておられます。その

中でですね、活字離れ、私もそう思いますし、活字離れは非常に多くはありますし、

私たちなんかもペーパーレスとかそういうので活字離れはありますが、特に今タブ

レット、アイフォンとかで、本よりもそのほうが楽しいし、時間もそれに費やして

いるというのが現状じゃないかと思います。学力の調査においてもですね、ちゃん

と明記してありましたけども、勉強時間、読書時間の中で、読書時間が長い子ども

は学力が非常に上がっているということをデータであっております。だからこそや

っぱりその図書の重要性、義務づけられていませんけども、司書教諭の、今後コミ

ュニティセンターに司書教諭を入れて、それを学校にも回すということは言われま

したけども、それで十分なのかなとか思うわけであります。今後、運営においては

いろいろあろうかと思いますけども、政府としても力を、この図書については予算

的にも学校司書を入れるような予算も付けてあるのも掲載されてありました。１６

年度は司書配置に対してですね、補助も出してあるようでございます。それはもう

自治体の判断だということが掲載されておりますけども、やはりそれを重要性は認

めているということでありますので、そこのところ、我が町は「未来はすべての子

どもたちのために」というスローガンがありますので、このことは基本になるんで

はないだろうかなというふうに私は感じておりますので、教育長のその考えをちょ

っとお聞かせしていただければと。 

○議長（宮尾秀行君） 岩田教育長。 

○教育長（岩田繁義君） お答えいたします。 

おっしゃられるとおり、学校司書は義務づけということで、義務努力といいます

か、大変申し訳ございません、努力義務ということでなっておりまして、現在のと

ころ、配置はしておりません。また、学校のほうからもその配置しないことにつき

まして、支障が出ているというようなことも聞いておりませんので、今から、現在

のところ、配置の予定はございません。けども、そういう参考意見とさせていただ

く中で、今後考えていくべき問題かなと思っているところでございます。 
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○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） 採用募集については、先ほど総務課長のほうから言われまし

たけども、その前に図書司書を持っている教諭は何名かおられるんでしょう。はっ

きり分かりますか。 

○議長（宮尾秀行君） 白坂教育課長。 

○教育課長（白坂達也君） 議員さんがおっしゃるとおり、学校図書館法によりますと、

司書教諭につきましては１２学級以上の学校には必ず置かなければならないという

ことになっております。本町におきましては佐敷小学校がその該当の学校になりま

す。佐敷小学校については、司書の資格をお持ちの先生はお二人いらっしゃいまし

て、そのうちのお一人がですね、司書教諭という位置づけになっているところでご

ざいます。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） それじゃあ配置ゼロじゃないじゃなかですか。佐敷小学校は

配置してあるということですか、今の答弁では。 

○議長（宮尾秀行君） 白坂教育課長。 

○教育課長（白坂達也君） 佐敷小学校につきましては義務がございますので、役割と

して与えてございます。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） なぜこれには小中学校で、学校図書の司書がゼロて書いてあ

るんですかね。 

○議長（宮尾秀行君） 白坂教育課長。 

○教育課長（白坂達也君） 司書教諭につきましては、あくまでも教諭でございます。

専門に対応する職員でございますので、その代わりにですね、事務職員として学校

図書館に勤務、配置をする場合が学校図書といわれるものでございますので、あく

までも事務職員でございます。その学校図書は現在のところ配置してございません。

学校司書は配置しておりません。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） ちょっと混乱する答弁でありますけども、要するに専門の司

書教諭は置いてないということでしょう。ただ、免許は持っている教諭はおられま

すということでしょう。 

○議長（宮尾秀行君） 白坂教育課長。 

○教育課長（白坂達也君） 司書教諭につきましては、佐敷小学校に１人配置がござい

ます。あくまでも教諭でございます。それは熊本県が配置をする職員でございます

ので、御理解いただきたいと思います。 
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○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） 後で資料をやりますので、そういう中で私が言いたいのは、

やっぱり学力向上とか求める中で、何が必要なのかということを述べたわけであり

ますし、今後、教育行政の中でやはりいろんな世の中の変動に対応することをやっ

ていかないと、どういう社会に今後なっていくんだろうかなと、すごくスピードが

速く、ＩＴに飲み込まれていくような感じがします。現在、タブレット、ＡＩの授

業もやっておられますし、活字離れも懸念されますし、感性というような形の中で

はやっぱり本というのは重要性があるんじゃないかというふうに思います。 

今後、新しい図書館に専門の図書館司書を入れられるとは別に、やっぱり今後対

応すべき問題もあろうかと思いますが、教員採用においては県がされるものですか

ら、その点非常に難しい問題もありますが、どういう考えで、教育長、おられます

か。 

○議長（宮尾秀行君） 岩田教育長。 

○教育長（岩田繁義君） 先ほど申しましたとおり、コミュニティセンターのほうに司

書の配置を予定させていただくことになろうかと思いますけども、この中で仕事の

内容としまして、各小中学校に巡回の図書紹介とか読書とか読み聞かせ、それとい

ろんな取り組みも考えられているところでございます。 

それで、学校の授業内容等についても学校図書館だけではやはり賄えない部分も

あろうかと思いますので、公立の図書館と連携をすることでより多くの資料や情報

が子どもたちに提供できる可能性となり、大きな学習効果が期待できると思ってい

るところでございますので、このことを推進させていただきながら、子どもたちの

教育に活かしていきたいと思っております。 

また、先ほどＩＣＴの教育を推進しとるというところでございまして、活字離れ

が離れるんじゃなかろうかというような御質問もございましたけども、ここにつき

ましても学校現場と連携を取りながら、その活字離れがしないようなところの方策

を取りつつ、鋭意努力しながら子どもたちの未来のために教育行政を推進してまい

りたいと思っているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（宮尾秀行君） 川尻君。 

○１２番（川尻成美君） 今回、９月議会には芦北町の教育に関する事務の管理及び執

行の状況の点検及び評価結果報告がなされておりました。ＣがＢに上がって、Ｂが

Ａに上がって、落ちたものはなかったんですが、この具体的な中で読書活動の推進、

図書館運営事業というやつの中でありますが、これにも書いてありますように、新

しい芦北町総合コミュニティセンターの早期完成を願い、利用増を期待していると
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いうような学識者の意見でございますし、また町立図書館の新刊本や、読んでほし

い書籍の紹介も、広報紙や図書館だより等でもっと啓発してほしいとか、こういう

学識経験者の意見でございますので、これが生涯学習課のほうですけども、これを

いかにＡ点に上げていくかが必要かというふうに思いますので、鋭意努力をしてい

ただきたいというふうに思います。 

そこで、教育行政と町の行政は違いますが、町長に、今言ったことを踏まえてで

すね、町長、どういう考えで連携していかれるのかお答えをしていただいて、私の

質問は終わりたいと思います。 

○議長（宮尾秀行君） 竹﨑町長。 

○町長（竹﨑一成君） 先ほど来の御提言のとおりでございまして、コミュニティセン

ターが来年の１２月完成予定でありますので、これを機に学校図書も併せましてで

すね、より充実していく、そして必要な予算はきちんと措置していくという姿勢で、

教育委員会と連携してまいりたいと思います。 

○１２番（川尻成美君） 終わります。 

○議長（宮尾秀行君） これで、川尻君の質問が終わりました。 

ここで、しばらく休憩をいたします。１０時５５分から再開をいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時４３分 

再開 午前１０時５３分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮尾秀行君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

坂本議員から資料配付の申し出がありましたので、これを許可しました。 

次に、坂本君。 

○４番（坂本 登君） 皆さん、おはようございます。 

日本共産党の坂本登です。議長の許可を得まして、３項目について質問いたしま

す。 

質問の前に、８月２８日・２９日にかけての九州北部豪雨により被災し、被害に

遭われた皆さまに心からのお悔やみとお見舞いを申し上げます。また、災害現場で

作業をされている全ての方々に対し敬意を表します。毎年のように甚大な被害が起

きる自然災害に、改めて一人ひとりが社会的弱者と自分自身の命を守るために、主

体的に早め早めに避難する自覚の必要性を確信しました。町民に対して安全な場所

に避難する必要性を定期的に分かりやすく発信・周知していただきたいことを要求

いたしまして、質問に入ります。 

最初に、地域経済の循環と雇用についてお聞きします。 
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①私の６月議会質問に対し、町長は、雇用もどんどん増えている、やれることは

やると答弁されました。直近５年間の雇用者数の業種別推移はいかがか、お答えく

ださい。 

②地域経済の循環について、町における実態を把握するために、町の地域産業連

関表を作成する考えはないか。また、総合計画等に反映させるために、「地域経済

分析システム」ＲＥＳＡＳ（リーサス）を活用し、地域の経済構造を分析し研究を

するワーキンググループを新たに設け推進する考えはないか、お答えください。 

２番の質問は、中等度難聴者補聴器購入費補助拡充についてお聞きします。 

①現行の補聴器購入に対する公的助成制度はどうなっているか。 

②ＷＨＯ（世界保健機関）では、何デシベル以上に補聴器を付けるということが

奨励されているか。 

③助成対象になっていない難聴の程度、ここで「４０」を「４１」に訂正お願い

します。４１から６９デシベルの中等度の方を対象とした補聴器の購入に対して、

町独自の補助をする考えはないか。また、町として中等度難聴者に何ができるのか、

どうしていくべきなのか、研究を含めて検討を進めてほしいがいかがか。 

①、②、③それぞれについて、お答えください。 

最後の質問は、ペーパーレス化・タブレット活用についてお聞きします。町の業

務が効率化されるといわれているペーパーレス化・タブレット活用について、どの

ように考えているか。また、ペーパーレス化・タブレット活用のメリット・デメリ

ットは何か、お答えください。 

以上で、本壇からの質問を終わります。再質問は、質問席から行います。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君の１回目の質問が終わりました。答弁を求めます。竹﨑

町長。 

○町長（竹﨑一成君） 坂本議員の質問にお答えいたします。 

質問の主題１につきましては、事務的なものでございますので、担当課長から答

弁させます。 

なお、残余の質問につきましても、具体的内容についてでございますので、これ

も担当課長から答弁させます。 

○議長（宮尾秀行君） 川尾企画財政課長。 

○企画財政課長（川尾敏浩君） 質問の主題１の①について、お答えいたします。直近

５年間の雇用者数の業種別推移につきましては、統計上、お答えできる数字はござ

いませんが、参考までに平成２８年度経済センサスの数字を申し上げますと、第１

次、第２次、第３次産業、それぞれ１３１人、１,４０２人、３,８６０人となって

おります。なお、６月議会における町長の答弁は、ＪＡの道の駅「でこぽん」及び
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イチゴ観光農園について、雇用者数は増加している旨の発言がありましたので、申

し添えておきます。 

次に、②について、お答えいたします。地域産業連関表につきましては、経済構

造や波及効果を把握でき、政策に活用できますが、専門知識が必要であるために活

用法も含め先進事例を研究してみたいというふうに思います。また、リーサスにつ

きましては、これまでも芦北町総合戦略に掲げる事業や人口ビジョンの作成時に活

用してまいりました。今後も必要に応じて活用していきたいと考えております。 

○議長（宮尾秀行君） 内田福祉課長。 

○福祉課長（内田照也君） 質問の主題２の①について、お答えいたします。１８歳以

上の中等度難聴者に対する公的助成はありませんが、１８歳未満の難聴児について

は難聴児補聴器購入費助成制度があります。 

次に、②について、お答えいたします。ＷＨＯでは、聴力レベルが４１デシベル

以上となっています。 

次に、③について、お答えいたします。中等度難聴者は身体障害者手帳の交付対

象とならないことから、町独自の補助をする考えはありません。また、現在のとこ

ろ、町に対する補助の要請はあっておりません。しかしながら、身体障害者福祉連

合会等の各種関係機関から対象者の把握をするなど、研究課題とさせていただきま

す。 

○議長（宮尾秀行君） 櫻井総務課長。 

○総務課長（櫻井優一君） 質問の主題３について、お答えします。ＩＴ活用による業

務の効率化、ペーパーレス化につきましては、パソコンのシステム構築により情報

共有機能をもった仕組みを活用しており、これまでもペーパーレス化に取り組んで

いるところでありますが、町の業務については特に大きな支障もなく、対応できて

いることから、タブレット活用につきましては、現在のところ考えておりません。 

メリットとしては、時間や場所を問わず、保存された資料等を確認できること、

また会議資料等を電子化し、配信する場合は印刷にかかる経費を削減できることな

どが挙げられます。 

デメリットとしては、タブレット画面の大きさによって、見やすさが左右される

ことやメモの自由度が低いこと、またタブレット購入費、またはリース料及びラン

ニングコストやセキュリティ対策を含めた導入経費が新たに必要となることなどが

挙げられます。 

以上であります。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） まず、地域経済の循環と雇用について、再質問をいたします。 
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雇用の増加については、前回質問でのＪＡでこぽん、その他、これまで町長が努

力をされて地場の品物等を置いてある、とても良い取組であると考えています。今

回の質問は、②が主題でありまして、私が今回、町の地域産業連関表を作成するこ

とを提案したのは、水俣市が地域経済をいかに元気にするか、環境市と経済再生の

ためにどうしたらいいかを分析するために、地域産業連関表を作成したことを知っ

たからです。３８ページ、３７ページ立てで作ってあります。誰でもネットで検索

すれば出てきます。素晴らしいものです。このことは、この岩波新書から出版され

ている枝廣淳子氏の「地元経済を創りなおす」という本の第８章、地域経済を考え

なおす「水俣市は今」とあり、１３９ページから１５１ページに掲載されています。

その部分を少し紹介します。 

この地域経済循環分析を担当した水俣市役所の松木幸蔵さんは、なぜこの分析を

行ったのですかという質問に対して、水俣市の経済再生を考えるために知りたかっ

たことがいくつかあったからですと答えてくれました。１つ、水俣市の経済は長年

チッソが牽引してきたが、果たしてそうなんだろうか。２つ、商店街の売上が減っ

てきているが、その原因は何か。３つ、地元の金融機関は資金需要はないというが、

それは本当か。そのような問いを発し、水俣市の経済の実態を明らかにするための

分析をしようと考えたのですと、この本に紹介されています。 

担当課長にお聞きします。水俣市の産業連関表や取組も参考にして、芦北町の産

業間の取引関係、消費や投資、財政支出、移輸出などの最終需要、雇用者所得や営

業余剰などの付加価値をトータルに表すことができる、より精度の高い産業連関表

を作成する必要性をどのように認識していますか、お答えください。 

○議長（宮尾秀行君） 川尾企画財政課長。 

○企画財政課長（川尾敏浩君） お答え申し上げます。 

水俣市の産業連関表につきましては、２０１２年３月、年度でいきますと平成２

３年度に作られた資料のようでございます。私もずっと中を読んでみました。特に

水俣市につきましては、ＪＮＣチッソにどれだけ依存しているかというところから

の分析を中心になされているようでございます。ただいま、その必要性につきまし

てはですね、もちろん総合戦略等でこれを使った分析あるいはその交付金等の申請

についてもこれを利用するような形になっておりますので、十分必要だというのは

認識しているところであります。また、環境省のホームページの中に、プログラム

を貼り付けてございまして、そちらのほうに町のを入力しますとですね、芦北町の

地域経済循環分析というのが５分程度で作成されてまいります。ですから、より具

体的なですね、内容についてはもちろんここに記載はございませんし、この表から

読み取ることも全て読み取れることはできませんけども、これでも十分活用できる
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というのも一つ認識はしているところであります。 

以上でございます。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） 今言われました地域経済分析システム（リーサス）とは、２０

１５年４月に政府のまち・ひと・しごと創生本部が経済産業省と連携して提供を始

めたサービスで、国勢調査、経済センサス、商業統計調査、農林業センサスなど、

政府の経済統計のほか、民間のデータを複合的に分析することができます。リーサ

スでは、８１のメニューがあり、データに基づく総合的な分析が行えるようになっ

ています。人口動態、産業構造、企業活動、農業、観光、まちづくり、医療、福祉、

地方財政等の多様なデータが格納されており、その中で地域経済循環分析は地域経

済循環マップがあり、地域経済の所得循環構造が把握できる地域経済循環図と生

産・分配・支出のそれぞれの特徴を分析する画面が作成されており、全国の市町村

単位で地域経済の包括的な分析が可能であるとともに、各自治体を統一的に比較す

ることが可能になっています。芦北町についても、分析できるようになっています。 

担当課長にお聞きします。リーサスは８１のメニューがあり、各自治体を統一的

に比較することが可能な豊富なデータに基づく総合的な分析をすることができます。

地域経済分析システム（リーサス）について、どのような認識でおられますか、お

答えください。 

○議長（宮尾秀行君） 川尾企画財政課長。 

○企画財政課長（川尾敏浩君） 繰り返しになりますけども、先ほど答弁したとおりで

ありまして、今後ですね、総合戦略等で使っていくことはもちろんでありますので、

当然必要だということは十分認識しているところであります。 

以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） 議長の許可をいただき、皆さんに資料をお配りしています。 

１枚目の芦北町の地域経済循環図をご覧ください。これは地域経済分析システム

（リーサス）にアクセスし、その中にある地域経済マップの地域経済循環図です。

経済全体を立体的に捉えるためには、生産・分配・支出の三軸で考えることが大事

です。この三者が同額であるという三面等価の原則は経営学の基礎でもありますが、

この３つの軸は地域経済の構造を見る上でも役に立ちます。資料を見ると、生産・

分配・支出の三面等価の原則の三要素が確認できます。リーサスでは、地域内での

生産額を基準にしたときに、支出と分配でどの程度他の地域に頼っているのかが分

かるように工夫されています。 

担当課長に２点お聞きします。配付資料をご覧ください。芦北町の場合、地域経
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済循環図の左上に地域経済循環率が記載されております。芦北町の循環率は７１.

３％です。この数値は芦北町の経済の自立度を示しています。値が低いほど他地域

から流入する所得に対する依存度が高いということを示しています。地域経済循環

率７１.３％を引き上げるための施策を検討する考えはありませんか。 

次に、もう１点は、真ん中と右の図をご覧ください。所得からの支出には雇用者

所得、その他の所得を合わせて６５３億円、そのうちその他の支出の白い部分だけ

でも１７５億円が地域外に流出していることが分かります。 

２枚目の資料をご覧ください。一番下にある支出流出入率が示されています。一

番右のその他支出は、マイナス７７.９％になっています。これは町内に使われた

お金より町外へのお金の漏れが多いことを表しています。町の事業者と一緒に協力

してお金の漏れを調査し、現状を把握してその原因を探り、打つ手を研究する考え

はないか、担当課長、この２点をお答えください。 

○議長（宮尾秀行君） 配付資料からの答弁は通告をされておりませんので、答えられ

る範囲で答えてください。 

○議長（宮尾秀行君） 川尾企画財政課長。 

○企画財政課長（川尾敏浩君） まず、この一般質問の通告をいただいたときに、リー

サスを調査しますと、この表が出てまいります、同じようなものを私も持って、こ

れを中を分析をして答弁の準備をしたところでございます。 

まず、この表の見方ですね、多分、私と坂本議員さんしかよく分からないんだろ

うと思いますので、若干その説明をさせていただきますと、これがリーサスに載っ

た地域経済の分析の表でございます。このデータはどこから来たかということがで

すね、この表の一番下のほうに文章でありますけども、ここのその他の留意点、プ

ラスとありますけど、ここをクリックしていただくとですね、どこからのデータが

出ていますよというのが出てきていまして、このデータはですね、国民経済計算、

県民経済計算、国勢調査、経済センサス等のデータを用いて、全国の市町村のデー

タを先ほどもありましたように統一的な方法で作成したという内容であります。ま

た、これは２０１３年のデータでありますので、今から７年ぐらい前、６年、７年

前のデータということになりますが、まずこの生産の４６６というのが単位が億円

でございまして、これにつきましては企業に言い換えますと、粗利益の部分という

ようなことになります。ですから、売上から仕入等を引いた残りがここに生産とし

て出てまいるということになります。次に、分配につきましては、芦北町の住民が

町外にお勤めになったときの所得を給料として持ち帰るというようなこと。 

○４番（坂本 登君） 議長。質問したところだけでいいんですけど。支出の部分だけ

を質問したんですけど。 
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○議長（宮尾秀行君） 川尾企画財政課長。 

○企画財政課長（川尾敏浩君） 失礼しました。 

それでは、１７５億円の流出をしているというようなところですね、それと循環

率。はい。 

まず、循環率は引き上げるというのは当然でございます。町に入ってきた収入、

所得を町の中で消費していくというのが大原則だというふうに思います。この中で

７１.３％ということですので、これが経済でずっと回っていきますと約３.５倍ぐ

らいの率になるんでしょうか。１万円を循環させますと３万５,０００円程度にな

ると、最終的になるというようなことになりますので、これを引き上げていくのは

当然でありますので、ここに何か手を打つというのは必要だというふうには思いま

す。 

また、次の７７.９％というマイナスの数値が２ページ目に載っているようでご

ざいますけども、これについてはここの表のですね、１７５億円という白抜きのと

ころにありますこの数字、その下の紫といいますか、青といいますかね、そこが５

０億円でございます、実を言うと。それを足したやつを分母にして、１７５億円の

マイナスを分子にしますと、この率が出てまいるということでございます。芦北町

から他のところに支出が、流出がしているという話でありますので、これを何かと

いうことで私どももこの質問をいただいたときに課の中でも議論をして討論をした

ところでありますけども、これについて一番大きいのがエネルギー分野、ガソリン、

重油、軽油、灯油、こういったもの、あと、電気、ガス、こういったもののエネル

ギー分野が総額で４８億円流出しているというふうに環境省の分析システムを出し

ますと出ているようであります。そのほか金融、保険関係についても２６億円の流

出があると。これは何だろうかとやっぱり思うんですけども、私どもが預金をしま

すと金融機関はそれを原資に運用しますので、それが外に出ているんだろうなとい

うふうに想定をしたところであります。そのほか国・県・町の公共事業で、町外の

事業所に発注された分についても、約１５億円出ているようであります。内容的に

はそういうものでございます。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） 要するにですね、今のを公共事業と、あとはエネルギーを合わ

せても、あと１００億円ぐらいは出ていっているということになるんですね。そこ

を詳細に調べるためにですね、やっぱりこれは２０１３年のものですし、課長言わ

れるように、だからこそ詳細なこれでは把握できないですね。芦北町の連関表を作

成して、徹底的にやっぱりこの漏れを調べてほしいというのが提案なんです。 

今回の質問はですね、地域の仕事をする場所、雇用と収入に不安があるという町
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民の声に応えて、６月議会に引き続き、この問題を提案しました。地域経済の循環

と雇用の問題は、芦北町総合計画基本構想の１番目に地域活力と雇用を生み出す産

業づくりと明記してあります。町にとって、地域の再生を支える地域経済と雇用は

最も重要なことです。 

最後に、町長にお聞きします。個々の地域の特徴と弱点は、地域の人間が一番良

く理解しているはずです。あくまでも地域が主体とならねばならず、コンサルタン

トや外部の先進的事例はプラスアルファとして利用するものだという発想に立って、

地域経済分析システム（リーサス）では把握できない、より精度の高い芦北町の産

業連関表を町民と事業者から詳細な聞き取り調査をして作成してください。そして、

産業連関表とリーサスを活用して、実際にどこからお金が漏れているのか、どうし

たら地域外へのお金の漏れを少なくできるのか、個人事業主の生業をどう守るか、

町の産業の自力をどう強めるかなど、徹底的に研究して、芦北町総合計画に反映し

て、地域活力と雇用を生み出す産業づくりを推進するワーキンググループなどをつ

くり、事業を推進してほしいが、いかがでしょうか。町長の考えをお聞かせくださ

い。 

○議長（宮尾秀行君） 竹﨑町長。 

○町長（竹﨑一成君） お答えいたします。 

これも答弁にありましたように、リーサスにつきましてはこれまでも町の総合計

画とか、あるいは人口ビジョンの作成時に活用してきたということでありますし、

これにつきましては専門知識が必要でもございます。先進事例等も研究してみなけ

ればいけないと思います。 

そういう中で、御存じのとおり、本町では地産地消、地場産業育成・振興、そし

てまた予算編成、事業展開につきまして、今御提言いただきましたことは基礎資料

として大事なものでありますので、しっかりと研究課題とさせていただきたいと思

います。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） よろしくお願いします。 

次に、補聴器補助について、①の公的助成制度は１８歳以下のことしか言われま

せんでした。私の理解では、補聴器への助成制度の対象者は、つまり高度、重度、

７０デシベル以上で、聴覚障がい６級以上として身体障がい者手帳が交付された方

で、両耳の聴力レベルが７０デシベル以上の方と理解していますが、間違いないか、

お答えください。 

○議長（宮尾秀行君） 内田福祉課長。 

○福祉課長（内田照也君） 身体障がい者手帳を取得しておられます聴覚障がいの方、
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６級以上ですね、７０デシベル以上の方については、国の制度に基づきまして補聴

器の支給制度がございます。以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） この７０デシベルというのはどういうことか、また中等度の４

１デシベルとはどういうことか、分かりやすく説明してください。 

○議長（宮尾秀行君） 内田福祉課長。 

○福祉課長（内田照也君） 聞こえの程度で申し上げますと、７０デシベルとは大声で

の会話がどうにか聞き取れる程度でございます。また、４１デシベルとは両耳での

普通の会話がやっと聞き取れる程度でございます。 

以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） つまり、７０デシベル以上は聴覚障がい６級以上として身体障

がい者手帳が交付された方は、耳元で大きな声で言わないと聞き取れないレベルと

いうことです。中等度の４１デシベルというのは、普通の会話がかなり聞き取りづ

らくなってきていて、時々人の言うことがちょっと聞き取れない、人の声によって

は音域がありますから、音域によっては聞き取れないというレベルが４１デシベル

です。 

担当課長にお聞きします。このような中等度の４１デシベル、そのレベルでＷＨ

Ｏ（世界保健機関）は補聴器を付けたほうがいいと、なぜそういうふうに奨励して

いるのか、お分かりであればお答えください。 

○議長（宮尾秀行君） 内田福祉課長。 

○福祉課長（内田照也君） 先ほど申し上げたとおり、４１デシベル以上といいますの

が、普通の会話でやっと聞き取れる程度でございます。そこにはＷＨＯとしまして

は補聴器の必要性をうたっているんじゃないかと考えております。 

以上です。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） 要するにですね、中等度の４１デシベル、そのレベルでも早く

付けたほうがいいというのは、そのレベルを放っておくとさらにひどくなるという

ことと、そのままいきますともう認識ができないことが増えていく。ですから、も

うその段階で補聴器を付けたほうが音の認識が保てるということがあり、非常に意

味があります。４１デシベル以上から付けるべきだとＷＨＯが言っているのは、そ

ういう意味があるということです。 

ここで住民の声を紹介いたします。８０代の御夫婦の方です。御主人からは、

「７０代後半から耳の聞こえが悪くなり、耳鼻科に行ったら補聴器を勧められまし
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た。病院から勧められたのは、２０万円から３０万円の補聴器でとても高く、買う

ことはできません。何日か経ってから眼鏡屋に行って５万円の補聴器を買いました

が、雑音などの調整がうまくいかず頭が痛くなるので、今は使用していない。声が

聞き取りにくいので、最近は外に出かけるのがおっくうになり、家にいることが多

くなった。」と話してくれました。また、奥様からは、「やさしかった主人が家での

私の話が聞こえにくいことで、イライラして怒りっぽくなって私に八つ当たりする

し、ぶつぶつと俺はもう駄目だ、生きている意味が無い、もう死んでもいいとか、

弱気なことばかり繰り返し言うので、大変不安で困っています。主人の聞きとりが

よくなる高額な補聴器が買えればいいのかもしれませんが、とても手が出ません。

何とかなりませんかね。」と話してくれました。 

もう一人の方は、７０代の男性の方です。声を紹介します。「毎日毎日耳鳴りが

ひどくて眠れないときもあるほど、キーンキーンキーンという耳鳴りが２４時間鳴

りっぱなしで止まるときがない。耳鼻科で高音域の聞こえが相当悪いと言われ、音

域の調整可能な補聴器を勧められたが、高額すぎて買えない。芦北町は、水俣病の

被害者地域であり、特措法のしおりに水俣病被害者の症状の一つに耳鳴りも書いて

あった。高齢による難聴者だけでなく、耳鳴りによる難聴者が芦北町には多くいる

と思う。水俣病被害者手帳は補聴器購入には使えないし、国民年金者にはつらすぎ

る現実です。」と話してくれました。 

今、御紹介した住民の声は、社会の中の小さな声かもしれません。これら住民の

苦しみや困り事に寄り添い、少しでも軽くするにはどうしたらいいのでしょうか。

みんなで知恵を出し合い、真剣に考える必要があります。厚労省の介護予防マニュ

アル（改定版）平成２４年３月でも、高齢者の引きこもりの要因の一つに、聴力の

低下を挙げて対策を求めています。現在、難聴者の１４.４％しか補聴器を付けて

いないとの日本補聴器工業会の推計もあり、その理由の一つは補聴器の価格です。

補聴器は３万円くらいから３０万円以上のものもあり、平均で１５万円と価格が高

すぎるとの声が多くあります。 

国会では、日本共産党の大門実紀史議員が本年３月２０日、参議院財政金融委員

会で加齢性難聴者の補聴器購入の助成制度の創設を求めて質問をいたしました。答

弁に立った厚労省の諏訪園健司審議官は、補聴器を用いた聴覚障がいの補正による

認知機能低下予防効果を検証するための研究を推進すると答弁しました。続いて、

麻生太郎財務大臣の答弁は、やらなければならない必要な問題と述べられています。 

担当課長の答弁で、中等度難聴者に対しての補聴器購入費の補助は考えていない

と言われました。そこで、皆さんにお配りしている資料をご覧ください。この３枚

目をお開けください。この資料は全日本難聴者中途失聴者団体連合会のホームペー
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ジやインターネットなどで調査した結果、障がい者手帳を持たない高齢者の補聴器

購入の助成制度を実施している自治体を記載した資料です。現在、全国の２０自治

体が補助を実施していることが分かりました。まだ、私が掌握しきれていない自治

体もあると思いますが、独自に補聴器購入に対して補助を行っている自治体もある

ということです。 

最後に、町長にお聞きします。加齢性難聴は日常生活を不憫にし、コミュニケー

ションを困難にするなど、生活の質を落とす大きな原因になります。また、最近で

はうつ病や認知症の危険因子になることも指摘されています。高齢になっても生活

の質を落とさず、心身とも健やかに過ごすことができ、うつ病や認知症の予防、引

いては健康寿命の延伸、医療費の抑制にもつながります。町長は、これまで国がし

ないのなら、町独自に何ができるのかを常に考えていると私に話をしてくれました。

私も同感です。誰もが長生きすれば高齢者になり、中等度難聴者になる可能性があ

ります。先ほど住民の声を紹介したように、耳鳴りに苦しむ水俣病被害者地域でも

あります。町民の小さな声に心から寄り添い、社会の中で立場の弱い人の苦しみや

困り事に共感し、苦難軽減に献身していただきたい。多くの高齢者個人の声を直接

聞くなど、何ができるのか真剣に調査・研究していただきたい。そして、中等度難

聴者に対して町独自に補聴器購入費補助金制度の実施に向けて前向きに取り組んで

ほしいがいかがでしょうか。最後に、町長の考えをお聞かせください。 

○議長（宮尾秀行君） 竹﨑町長。 

○町長（竹﨑一成君） お答えいたします。 

もうおっしゃることは、もうよく理解できます。多分、自分がそうなったら大変

だろうなという思いもいたします。行政の立場上、個別の案件一つ一つになかなか

対応できないという部分もございますので、まずは全体の把握をですね、進めてみ

たいと思います。身体障がい者福祉連合会、課長から答弁がございましたが、ほか

ですね、各種関係機関からも状況を把握するなどしてですね、しっかりとした根拠

に基づいて事業化するときには事業化していくということでございますので、その

ような時間を少々欲しいというふうに思っておるところであります。 

なお、国がこのことをもう認識しておるということでございますので、国の動向

等もこちらでもですね、把握してみたいというふうに思っております。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） 施設等の話を伺うということでしたが、施設などに直接、高齢

者個人個人にですね、問いかけてほしい。向こうから言ってくるということは、私

が対話で回るときに、やっぱりこちらからちょっと話をしてて、「何てな、何てな。」

ということでちょっと耳の聞こえが悪いですかとか聞かないと、言ってくれないと
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いうことが多いと思いますので、是非上がってきていることだけじゃなくてですね、

こちらから問いかけてデータを取ってほしいなと思います。 

次に、ペーパーレス・タブレット活用について質問をいたします。担当課長答弁

で、ペーパーレス化・タブレット活用について、メリット・デメリットをお答えい

ただきました。そして、現在、タブレット化は考えていないという答弁でしたので、

すぐに具体化することはないと思いますが、今後、時代の流れとしてはペーパーレ

ス化・タブレット活用にいずれは進んでいくと思われますが、よく考えなければな

らないことは町の行政窓口は住民サービスが主な仕事で、住民の理解なしにペーパ

ーレス化・タブレット活用を急いで進める必要はないと思います。また、町内の印

刷業者を守ることにもつながります。全国の自治体で執行部会議の資料や議会資料

にペーパーレス化・タブレットを活用している事例もあります。県内では４月から

上天草市議会がタブレットを導入し、各議員にリースで使用しています。いずれは

町でもペーパーレス化・タブレット活用を検討するときが来るかも知れませんが、

急がずにそのときはじっくりと町民の意見を聞きながら、慎重に議論をしていただ

きたいが、このことも最後に町長の考えを聞かせてください。 

○議長（宮尾秀行君） 竹﨑町長。 

○町長（竹﨑一成君） 全くお説のとおりと思いますので、これもしっかりと世の動向

等を捉えまして、必要なときにはやるということでありますが、その必要性が見い

出せないときには、やはりその傾向というものをですね、把握していく必要がある

と思いますので、全く同感です。 

○議長（宮尾秀行君） 坂本君。 

○４番（坂本 登君） これにて、質問を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 以上で、一般質問を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮尾秀行君） 本日の日程は全て終了しました。 

本日はこれで散会します。 

御苦労様でした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午前１１時３９分 
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令和元年第３回芦北町議会定例会議事日程（第３号） 

 

令和元年９月１２日 

午前１０時 開 議 

於  議    場 

１ 議事日程 

（一括議題＝日程第１から日程第９まで） 

第 １ 認定第 １号 平成３０年度芦北町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て 

第 ２ 認定第 ２号 平成３０年度芦北町国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

第 ３ 認定第 ３号 平成３０年度芦北町介護保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

第 ４ 認定第 ４号 平成３０年度芦北町農業集落排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

第 ５ 認定第 ５号 平成３０年度芦北町生活排水処理事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

第 ６ 認定第 ６号 平成３０年度芦北町有温泉事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

第 ７ 認定第 ７号 平成３０年度芦北町奨学資金貸付事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

第 ８ 認定第 ８号 平成３０年度芦北町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

第 ９ 議案第３９号 平成３０年度芦北町水道事業会計利益の処分及び決算の

認定について 

第１０ 議案第４４号 芦北町移住体験住宅条例の制定について 

第１１ 議員派遣の件 

（一括議題＝日程第１２から日程第１６まで） 

第１２ 総務常任委員会の閉会中の継続調査の申出 

第１３ 建設経済常任委員会の閉会中の継続調査の申出 

第１４ 文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査の申出 

第１５ 議会広報委員会の閉会中の継続調査の申出 

第１６ 議会運営委員会の閉会中の継続調査の申出 
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追加日程 

第 １ 議案第５３号 工事請負契約の締結について 

第 ２ 議案第５４号 工事請負契約の締結について 

第 ３ 議案第５５号 工事請負契約の締結について 

（閉 会） 

 

２ 出席議員（１５人） 

１番 藤 井 公 輔 君             ３番 林 田 燿 宏 君 

４番 坂 本   登 君             ５番 宮 内 道 則 君 
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12番 川 尻 成 美 君             13番 寺 本 修 一 君 

14番 岡 部 惠美子 君             15番 草 野 安 道 君 

16番 宮 尾 秀 行 君 

 

３ 欠席議員（０人） 

 

４ 説明のため出席した者の職氏名（１６人） 

町    長  竹 﨑 一 成 君   副 町 長  藤 崎 正 司 君 

教 育 長  岩 田 繁 義 君   総 務 課 長  櫻 井 優 一 君 

企画財政課長  川 尾 敏 浩 君   税 務 課 長  元 山 俊 治 君 

住民生活課長  田 渕 耕 一 君   福 祉 課 長  内 田 照 也 君 

健康増進課長  田 中 公 広 君   農林水産課長  福 田 貴 司 君 

商工観光課長  松 本 俊 造 君   建 設 課 長  鎌 倉 博 之 君 

上下水道課長  杉 本 芳 郎 君   教 育 課 長  白 坂 達 也 君 

生涯学習課長  福 井 成 昭 君   会計管理者兼会計室長  竹 下 淳 也 君 

 

５ 職務のため出席した事務局職員の職氏名（２人） 

議会事務局長  長 﨑 十三男 君   次長(課長補佐)  岡 田 謙 治 君 
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議 員 派 遣 の 件 

 

次のとおり議員を派遣する。 

 

１ 熊本県町村議会議長会（議員研修会） 

(1) 目  的 分権時代に対応した議会の活性化に資するため 

 (2) 派遣場所 嘉島町民会館 

 (3) 期  間 令和元年１０月１日（火） 

 (4) 派遣議員 議員全員 

 

２ 熊本県町村議会議長会（広報研修会） 

(1) 目  的 議会広報の活性化に資するため 

 (2) 派遣場所 自治会館 

 (3) 期  間 令和元年１１月２１日（木）～２２日（金） 

  (4) 派遣議員 議会広報委員会委員 

 

 

令和元年９月１２日 

芦北町議会議長  宮 尾 秀 行 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮尾秀行君） おはようございます。 

ただいまから本日の会議を開きます。 

お手元に配付の議事日程にしたがって会議を進めてまいります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第１ 認定第 １号 平成３０年度芦北町一般会計歳入歳出決算の認定について 

第２ 認定第 ２号 平成３０年度芦北町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

第３ 認定第 ３号 平成３０年度芦北町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

第４ 認定第 ４号 平成３０年度芦北町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

第５ 認定第 ５号 平成３０年度芦北町生活排水処理事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

第６ 認定第 ６号 平成３０年度芦北町有温泉事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

第７ 認定第 ７号 平成３０年度芦北町奨学資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

第８ 認定第 ８号 平成３０年度芦北町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

に認定について 

第９ 議案第３９号 平成３０年度芦北町水道事業会計利益の処分及び決算の認定に

ついて 

○議長（宮尾秀行君） 日程第１、認定第１号「平成３０年度芦北町一般会計歳入歳出

決算の認定について」から日程第９、議案第３９号「平成３０年度芦北町水道事業

会計利益の処分及び決算の認定について」までは、議会運営委員会の答申に基づき

一括議題とします。 

それでは、定例会初日に各常任委員会に付託をしておりましたので、委員長に審

査結果の報告を求めます。質疑は３人の委員長報告が終了した後、一括して行いま

す。 

はじめに、白坂総務常任委員長。 

○総務常任委員長（白坂康浩君） 皆さん、おはようございます。 

総務常任委員長報告を申し上げます。 

本定例会初日９月２日に、当員会に付託されました認定第１号、平成３０年度芦
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北町一般会計歳入歳出決算の認定について、９月２日、４日及び５日に審査を行い

ました。 

審査に当たりましては、決算審査資料及び主要施策成果説明書等に基づき、執行

部から説明を受け、予算が適正かつ効率的に執行されたか、それによってどのよう

に行政効果が発揮できたか等慎重に審査をしましたので、その経過と結果を報告し

ます。 

まず、平成３０年度決算状況について、一般会計の歳入決算総額は１０３億２,

６３３万１,１５０円で、前年度決算と比較すると地方交付税や繰越金の減少によ

り８,８４９万３,３０７円の減となっております。 

一方、歳出決算総額は９９億４,７３３万５,６９５円で、前年度と比較すると公

債費や積立金の減少により６,９５０万８,５３３円の減となっております。 

財政指標については、決算剰余金の増加により実質収支比率が０.１ポイント増

加し、経常収支比率は公債費の減少により前年度比０.７ポイント改善し、９２.

３％となりました。 

実質公債費比率は０.２ポイント減少し４.２％でした。将来負担比率は平成２６

年度から５年連続で将来負担額がマイナスとなり、数値表記無しとなっており、総

合的に判断すると健全財政が保たれております。 

以下、審査過程において論議された主なものについて申し上げます。 

はじめに、企画財政課について申し上げます。 

企画財政課では、町総合戦略基づく地方創生の推進、国際化・国際交流の充実、

人材育成、地域・民間団体の支援、公共交通機関の維持等、各種事業が実施されて

おります。 

地方創生の推進では、光情報通信基盤整備事業において、吉尾、大野地区及び佐

敷地区の一部の整備が終了し、町内全域でサービスの提供が開始されております。 

また、ふるさと応援寄附金事業では、１５０品目を超える返礼品を揃え、寄附件

数６,４１０件、寄附金額が１,５７６万４,０９２円の増の１億１４３万５,２００

円となっております。 

国際交流の推進では、町内７保育園の園児に対して、町国際交流員による国際理

解教育事業の実施や、芦北町国際交流協会への活動支援を継続し、国際交流事業の

活性化が図られております。 

公共交通対策においては、地方バス運行対策事業、ふれあいツクールバス運行事

業等のほか、平成２９年１０月から７路線で実証運行している予約型乗合タクシー

「のりあいワゴン」の利便性を高めるため、運行形態等の見直しが行われておりま

す。 
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また、地域公共交通の課題を解決し、持続可能で利便性の高い公共交通体系の構

築や公共交通の利用促進を図るため、平成３１年３月に芦北町地域公共交通網形成

計画が策定されました。 

主な質疑として、のりあいワゴンの運行形態の見直しとはどのような見直しを行

ったのかとの質疑に対し、これまでは停留所のみで乗降するようにしていたが、集

落付近の路線上であれば乗降できるようにしたとの答弁がありました。 

また、芦北高校総合支援事業について、学校、同窓会とはどの程度連携している

のかとの質疑に対し、補助金の申請を含め、学校とは常に支援内容等について協議

を行っている。また、育友会、ＪＡ、森林組合、社会福祉協議会等がメンバーとな

っている「芦北高校魅力創造協議会」に企画財政課も参画し、成果や課題等を検証

し支援につなげているとの答弁がありました。 

次に、税務課について申し上げます。 

税務課では、地方税法や関係法令等に基づき、厳正かつ公正・公平な課税、徴収

及び地籍調査終了後の修正業務等が行われました。 

歳出については、全体で予算額１億３,２６２万７,０００円に対し、決算額１億

２,６６１万４３３円となり、執行率９５.５％でした。 

賦課業務においては、固定資産税の令和３年度からの評価替えに向けて土地評価

業務委託が行われました。 

町税の課税、徴収については、現年課税分調定額１８億３,２８１万２,５９０円

に対し、収入済額１８億２,４５２万１,９９７円で９９.５５％の収納率となり、

平成２４年以降年々向上し、各種財産の差し押さえ等の厳正な滞納処分の効果が見

られています。また、平成３０年度から新たに実施された家屋敷課税は、２５１人

で調定額は８７万８,５００円でした。 

また、他課との収納対策連携業務として、平成２９年度に策定された芦北町債権

管理条例に基づく不納欠損事務や各種料金等における滞納者台帳の整備について指

導が行われています。 

主な質疑として、芦北町債権管理条例に基づく他課との収納対策連携業務の会議

とはどういうものかとの質疑に対し、債権のある課が参加し、会議を年３回程度開

催している。課長が委員となっているが、その他実務部会として係長を対象に勉強

会や実務会議を随時行っているとの答弁がありました。 

次に、議会事務局について申し上げます。議会事務局では、議会費、監査委員費

が執行され、ほとんど経常的な経費となっております。 

決算額は、予算額１億２,２７２万５,０００円に対し、１億１,９５５万４,６９

３円となり、執行率は９７.４％でした。議会活動の活性化を図るための視察研修
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や議場の椅子の取替えが行われております。 

次に、総務課について申し上げます。 

総務課では、消防・防災対策、交通安全対策、防犯対策、男女共同参画の推進、

職員の人材育成、庁舎維持管理事業、財産管理事業をはじめ、各種事業が行われて

おります。 

決算額は、予算額１３億８,７９７万８,０００円に対し、１３億４,２４６万６,

０４４円となり、執行率は９６.７％でした。 

消防・防災対策事業では、芦北消防署新庁舎建設により、水俣芦北広域行政事務

組合消防費負担金が１億４,４９２万５,２３７円の増額となっております。 

また、消防設備等の充実を図るため、積載車１台、小型動力ポンプ２台が購入さ

れました。 

自主防災組織においては、芦北町自主防災組織連絡会を中心に組織化の促進が図

られ、４６組織、９０.６４％の組織率となっております。 

防犯対策事業では、２６地区に１０５基の防犯灯の設置補助を行い、防犯と通行

の安全性向上を図るとともに、犯罪の予防と犯罪行為の証拠を記録するため、地域

間交流スポーツグラウンド駐車場等に３基の防犯カメラが設置されました。 

広報事業においては、広報あしきたやまちだより、ホームページによる広報のほ

か、町外向け広報活動として、町内５施設の無料招待券・入浴券綴り「芦北町への

招待状」を町外からの来訪者やスポーツ大会等の賞品として配布し、芦北町のＰＲ

が行われております。 

財産管理事業においては、平成２８年度から販売が開始された洲崎分譲地が平成

３０年度までに全９区画のうち８区画が分譲されております。 

主な質疑として、防犯灯について補助率はどの程度か、また新設だけではなく、

交換も補助の対象になるのかとの質疑に対し、原則５割の補助率としているが、通

学路や特に危険と認められる箇所については、８から１０割の補助を行う場合もあ

る。また、灯具一式の取り換えは新設とみなし行うことができるとの答弁がありま

した。 

また、防犯カメラについて、今度の設置計画はあるのかとの質疑に対し、警察と

も協議して設置箇所を検討していきたいとの答弁がありました。 

次に、会計室について申し上げます。 

会計室では、公金の収納・支出、資産の管理・運用、決算書の作成、庁舎用物品

の収納及び保管等に係る業務が行われております。 

歳出における会計管理費の決算額は１６７万３,４０９円、執行率は９４.２％で、

主な支出は決算書の印刷製本費や窓口収納手数料でした。 
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歳出における利子の決算額は、突発的に大きな資金を要することもなく、健全な

運用を行い、一時借入を行っていないため、未執行であったとの説明がありました。 

以上で、当委員会に付託されました認定第１号、平成３０年度芦北町一般会計歳

入歳出決算の認定については、慎重に審査しました結果、予算決議の趣旨と目的に

したがって、適正な事業が実施されたものと判断し、全会一致で認定すべきものと

決しました。 

以上で、総務常任委員長報告を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 次に、宮内建設経済常任委員長。 

○建設経済常任委員長（宮内道則君） おはようございます。 

建設経済常任委員長報告を申し上げます。 

本定例会初日に当委員会に付託されました認定第１号、平成３０年度芦北町一般

会計歳入歳出決算の認定について及び認定第４号、平成３０年度芦北町農業集落排

水事業特別会計歳入歳出決算の認定について、ほか２つの特別会計の決算認定につ

いてと、議案第３９号、平成３０年度芦北町水道事業会計利益の処分及び決算の認

定については、現地調査も含め９月２日と５日及び６日に審査を行いました。 

審査にあたりましては、決算審査資料及び主要施策成果説明書等によって説明を

受け、予算が適正かつ効率的に執行されたかに着目し、慎重に審議しましたので、

その結果を報告いたします。 

最初に、建設課所管分について申し上げます。 

まず、交通・情報通信ネットワークの整備では、社会資本整備総合交付金を活用

した町道射場芦北線の道路改良事業をはじめ、道路局部改良工事が実施されており、

道路維持管理事業では、交通安全施設設置工事のほか、道路維持修繕工事や側溝整

備工事、舗装工事が実施され、併せて交付金を活用しトンネルの定期点検が行われ

ています。 

橋りょう維持事業では、４５橋の定期点検と８橋の補修設計、３橋については補

修工事が行われており、県道改良共同事業についても負担金を支出し、地域道路網

の整備に積極的に取り組まれています。 

次に、安全・安心なまちづくりでは、河川改良事業として９河川の改修が施工さ

れ、自然災害防止事業としては町道への落石防護柵の設置、法面吹付工事等が実施

されています。 

また、公共土木施設災害復旧事業では、平成３０年７月の豪雨により被災した道

路４件、河川７件の復旧工事が施工されています。 

小災害復旧事業では、５件の復旧事業に対し補助金が支出されています。その他、

県が事業主体となり実施した急傾斜地崩壊対策事業、港湾維持管理事業に対し負担
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金が支出されています。併せて、住民が実施する地区内排水路整備事業に対し補助

金を支出する等、住環境の整備が実施されています。 

次に、住宅等の整備については、町営住宅入居者の快適な暮らしを保つため、一

般修繕や定期的な改修事業とともに、芦北町公営住宅等長寿命化計画の見直しが行

われています。また、芦北町債権管理条例第１０条の規定により、平成７年度から

平成２６年度に係る滞納住宅使用料、滞納駐車場使用料合わせて３６３万５,９８

０円が不納欠損処分されています。 

主な質疑を申し上げますと、点検を実施したトンネルはどこで、その結果はどう

だったのかとの質疑に対し、旧国道の佐敷トンネルと津奈木トンネルの２カ所で、

点検結果は早急な対応を必要とするところはなかったが、佐敷トンネルにおいて、

一部壁面から湧水が見られるので、経過を観察し、適宜対応していくとの答弁があ

りました。また、公営住宅等長寿命化計画の主な見直しの内容はとの質疑に対し、

黒崎団地について、以前の計画でも建て替えとしていたが、今後の見直しにおいて、

小島団地、八幡団地を含めた中で建て替えの検討を行うとこととしたとの答弁があ

りました。 

次に、上下水道課所管分について申し上げます。 

まず、一般会計の飲料水供給施設支援事業では、３地区の水道組合に補助金が交

付され、衛生的な飲料水の確保が図られています。また、浄化槽設置費助成事業で

は、３６基の浄化槽設置に対し補助金が支出されています。 

主な質疑を申し上げますと、芦北町において水道組合はいくつ組織されているか

との質疑に対し、上水道区域以外の地域に９３の組合があるとの答弁がありました。 

次に、農業集落排水事業特別会計について申し上げます。 

本会計では、適切な施設管理と農業集落排水施設への接続促進に努められ、新規

接続が１８件あり、水洗化率は８０.６％となっており、５施設については最適整

備構想が策定されています。 

主な質疑を申し上げますと、水洗化率が低い地区の主な要因は何かとの質疑に対

し、つなぎ込みが困難な場所や、距離が長くなり費用の自己負担が大きくなること

等が考えられるとの答弁がありました。 

次に、生活排水処理事業特別会計について申し上げます。 

本会計では、田浦地区及び湯南団地の浄化槽維持管理を行っており、浄化槽の処

理状態及び放流水の水質状況に合わせた維持管理が行われています。 

次に、水道事業会計について申し上げます。 

主な事業として、老朽化した水道管布設替として５件の工事が行われ、安定供給

と効率的な経営に努められています。また、芦北町債権管理条例第１０条の規定に
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より、１０万５,６１７円が不納欠損処分されています。 

なお、今年度の未処分利益剰余金１億１５７万１,６３３円全てを翌年度に繰り

越すこととされています。 

主な質疑を申し上げますと、老朽管の布設替えに今後３０年ほどを要するとのこ

とであるが、今後料金の改定をしなくてもできるのかとの質疑に対し、前回の改定

で今後１０年間は安定経営できるように設定している。企業会計であるため５年ご

とに料金が適正であるか検討は必要であるが、改定しなくても良いように効率的な

経営に努めるとの答弁がありました。 

次に、商工観光課所管分について申し上げます。 

まず、商工業の振興について、プレミアム付商品券発行に対する補助を増額し、

発行総額２億２,０００万円分とする等、地域経済の活性化にも取り組まれていま

す。このほか、創業等店舗整備支援事業費補助３件、設備投資資金利子補給補助８

件が実施され、また先端設備等導入計画認定事業として、生産性向上特別措置法に

基づく導入促進基本計画を策定し、事業者からの先端設備等の導入計画２件が認定

されています。 

次に、企業誘致対策事業では、平成３０年１２月に熊本電力株式会社、株式会社

ＭＡＲＵＫＵ、芦北町の３者で、「廃校への企業誘致による地方創生に関する協定」

を締結し、旧計石小学校においてサテライトオフィスの整備を進め、廃校への企業

誘致を推進することとされています。このほか製造業の設備増設に係る立地協定も

１件締結されています。 

次に、観光振興対策事業では、県内外からの誘客を図るため、御立岬公園や海浜

総合公園、観光うたせ船等の主要観光資源のＰＲを行うとともに、定住自立圏連携

事業として、八代市、氷川町と連携したイベント開催や県外への観光プロモーショ

ン、さらに県南１５市町村と連携したＰＲ事業に取り組まれています。また、観光

うたせ船利用促進事業として、存続に向けた体制の検討を行うため、「観光うたせ

船保存・活用検討会議」を設置し、課題整理や支援策の提案等が行われています。 

その他、芦北海浜総合公園では、社会資本整備総合交付金を活用した施設の長寿

命化対策工事が行われ、御立岬公園・物産館管理運営事業においても、施設の適正

な維持管理と季節ごとのイベントを実施するなど集客が図られています。 

主な質疑を申し上げますと、プレミアム商品券が町経済に与える効果はどのよう

に捉えているかとの質疑に対し、熊本県が行う消費動向調査によれば、プレミアム

付商品券が始まる以前は、八代、水俣、人吉へ流れていた日用品等の購入が、商品

券導入後は町内へ回帰しつつあり、域外への流出防止の観点から効果はあっている

との答弁がありました。また、「観光うたせ船保存・活用検討会議」で出された支
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援策はどのようなものがあったのかとの質疑に対し、観光用の保険に対する補助、

ライフジャケットなど、乗船環境の整備に関する補助、また廃船を留めるための支

援等があり、これらは既に予算化しているとの答弁がありました。 

次に、町有温泉事業特別会計について申し上げます。 

各温泉施設では、給湯タンク及び配管の洗浄、脱衣所の天井や棚の改修等、利用

者の入浴環境改善と利便性の向上に努められていますが、利用者数は前年度比１.

０％減の２６万８,６３８人となっています。 

主な質疑を申し上げますと、計石温泉センターは建設から２０年ほど経過してい

るが、改修等の計画はないかとの質疑に対し、大規模な改修等は考えていないが、

維持修繕等は適宜実施していくとの答弁がありました。 

次に、農林水産課所管分について申し上げます。 

まず、農業委員会では、農地法に基づく許認可事務をはじめ、農地等の利用の最

適化の推進に関する各種事業が実施されています。 

農業の振興では、水俣芦北地域の農業者の所得向上と農産物販売強化を目的に、

ＪＡあしきたの直販センター建設に対して助成を、また農用地等の整備では中山間

地域総合整備事業による宮浦工区及び湯治山工区のほ場整備が行われています。そ

の他水田農業対策事業、果樹振興対策事業、花き・野菜振興対策事業、畜産振興対

策事業、有害鳥獣被害防止等対策事業等、引き続き多岐にわたり事業が行われてお

り、本町の基幹産業である農業の振興が図られています。 

次に、林業の振興でありますが、町有林の間伐等を計画的かつ効率的に実施し、

基本財産の育成と森林の公益的機能の増進を図るとともに、その一部を総合コミュ

ニティセンター建築用材として、町有財産の有効活用も図られています。また、林

業及び木材産業の活性化と定住促進を目的に、町産材を使用した木造住宅建築支援

事業では、新築７件に対し補助金が交付されています。 

単町林道舗装事業では、野間線外７路線の舗装について、原材料等に係る経費の

補助が行われ、作業機能の充実と安全確保が図られています。 

次に、漁業の振興では、漁獲量の減少を改善するため、町単独及び広域によるヒ

ラメ、ガザミ、マダイ、クルマエビ等の放流事業が実施されています。その他町内

中学生に対し、地域漁業への理解を深めるため、うたせ漁や魚捌きの体験学習が行

われています。 

漁港整備事業では、田浦漁港の浚渫工事及び浮桟橋設置工事を行い、漁港の安全

性の確保と機能向上が図られています。 

主な質疑を申し上げますと、農業者年金受給者の状況の中で経営移譲年金がある

が、現在の受給はどうなっているかとの質疑に対し、旧制度により認定された方の
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みが受給されており、現在は経営移譲年金が廃止され、老齢年金のみとなっている

との答弁がありました。 

また、マガキ養殖の今後の課題は何かとの質疑に対し、現在２０％程度の歩留率

となっており、これを高めるため養殖技術の向上が必要であるとの答弁がありまし

た。 

以上、当委員会に付託されました認定第１号、平成３０年度芦北町一般会計歳入

歳出決算の認定について及び認定第４号、平成３０年度芦北町農業集落排水事業特

別会計歳入歳出決算の認定について、ほか２つの特別会計の決算認定については、

予算決議の趣旨と目的にしたがって適正な事業が実施されたものと判断し、全会一

致をもって認定すべきものと決しました。 

また、議案第３９号、平成３０年度芦北町水道事業会計利益の処分及び決算の認

定については、予算決議の趣旨と目的にしたがって適正な事業が実施されたものと

判断し、全会一致をもって利益の処分は可決すべきもの、併せて決算は認定すべき

ものと決しました。 

以上で、建設経済常任委員長報告を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 最後に、林田文教厚生常任委員長。 

○文教厚生常任委員長（林田燿宏君） 文教厚生常任委員長報告を申し上げます。 

本定例会初日に当員会に付託されました認定第１号、平成３０年度芦北町一般会

計歳入歳出決算の認定及び認定第２号、平成３０年度芦北町国民健康保険事業特別

会計歳入歳出決算の認定、ほか３件の特別会計の決算の認定について、９月２日、

４日及び６日に審査を行いました。 

審査に当たりましては、決算審査資料及び主要施策成果説明書等に基づき執行部

からの説明を受け、予算が適正かつ効率的に執行されたかに着目し、慎重に審査し

ましたので、その結果を報告します。 

まず、生涯学習課では、スポーツの振興、生涯学習の充実、青少年の健全育成、

文化振興等に取り組み、郷土の未来を育む人づくりのための各種事業を実施してい

ます。 

主な事業として、スポーツ・レクリエーション活動の推進では、体育協会・総合

型地域スポーツクラブ等の活動支援や交流イベント事業等を実施するとともに、ト

ップアスリート合宿誘致事業として、全日本空手道連盟ナショナルチーム等を招へ

いし、地元中高生との合同強化練習を行う等、本町のみならず九州管内の選手・指

導者の競技力向上を図っています。 

生涯学習の推進では、町民講座・平成生き生き大学等の開催で、参加者の自己研

鑽、生きがいづくりに寄与しています。 
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青少年の健全育成については、子ども体験学習の開催で豊かな感情を育むととも

に、放課後子ども教室事業の展開では、地域住民の参画支援を受けながら子供たち

の安全・安心な活動拠点づくりに努めています。 

文化芸術の振興では、文化活動で九州大会以上の出場者に対し補助等を行い、さ

らなる活動につなげるとともに、観月会開催事業により伝統文化に直に触れる機会

がつくられています。 

また、芦北町総合コミュニティセンター整備に向け、実施設計、地質調査、造成

設計等の業務を行い、造成工事を実施しています。 

星野富弘美術館では、作品展示のほか、出前講座、詩画公募展等を行い、芸術・

文化の発展並びに心の教育に寄与しています。 

文化財・伝統芸能の保存と活動では、「八代・芦北の七夕綱」調査報告書の刊行

や町民歴史講座及び子ども講座を開催しています。新芦北町誌編さん事業について

は、行政資料収集をはじめ、ダイジェスト版の構成について各種委員会を開催し検

討を重ねています。 

主な質疑として、スポーツ振興助成事業において、町外からスポーツ留学をして

きた人数と競技種目は何かとの質疑に対し、相撲・空手、各３名で、６名とも中学

生であるとの答弁がありました。 

また、文化財保護審議会委員数と町指定文化財の新規指定分は何かとの質疑に対

し、委員数は５名で、赤松太郎の石畳を登録したとの答弁がありました。 

次に、住民生活課に係る決算について報告します。 

一般会計と国民健康保険事業特別会計ほか１件の特別会計を併せて報告します。 

住民生活課では、「地域で守り育てるまちづくり」、「暮らしを支える基盤づくり」

及び「住民と行政の協働のまちづくり」を目指し、各種事務事業を行っています。 

地域福祉活動の推進では、女島活力推進センターを拠点に、水俣病関連情報発信

支援事業等、さまざまな事業が実施されています。 

ごみの減量化の推進では、家庭用生ごみ処理機購入や地域が設置するごみ収集所

収容器補助を行っています。 

環境保全活動の推進では、不法投棄対策として、環境衛生巡視員による巡視活動

を引き続き実施し、そのほか防疫・地球温暖化、生活環境対策事業等に取り組んで

います。 

行・財政運営では、戸籍住民基本台帳業務やマイナンバー交付等に基づく事務が

行われています。 

主な質疑として、清掃センターのごみ処理実績で、埋め立て処分がされるごみ類

の種類及び具体的な処分の方法はどうしているかとの質疑に対し、ガラスや陶器類
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が対象で、民間業者へ委託し、町外の処分場で埋め立てを行っているとの答弁があ

りました。 

次に、国民健康保険事業特別会計（事業勘定）では、被保険者の健康管理と疾病

の早期発見、早期治療目的に人間ドックの助成を行うとともに、重症化予防や健康

づくりに関する啓発活動により、医療費の適正化に対する取り組みがなされていま

す。 

主な質疑として、水俣病医療手帳等所持者の自己負担分３割はどこが負担してい

るのかとの質疑に対し、国・県が手帳の種類により按分して負担している。また、

水俣病患者手帳についてはチッソ株式会社が負担しているとの答弁がありました。 

次に、直診勘定について、吉尾温泉診療所では、へき地医療支援機構等の支援を

受け、派遣医師による診療を行っています。平成３０年度の外来患者数は延べ１,

３１４人で、平成２９年度と比べて４４人の減少となっています。 

次に、後期高齢者医療事業特別会計については、熊本県後期高齢者医療広域連合

が被保険者認定、保険料率の決定、医療給付等の事業運営を行っており、町では申

請、相談業務及び保険料の徴収等がなされています。 

保健事業では、被保険者の疾病の予防及び早期発見、早期治療に資するため、後

期高齢者健診を実施し、７６１人が受診されています。また、後期高齢者医療人間

ドック健診補助も引き続き実施されており、受診者２２人に対し総額８８万円の助

成が行われています。 

次に、健康増進課に係る決算について報告いたします。 

健康増進課では、芦北町健康づくり推進条例に基づき、「あしたのためにきたえ

よう健康力」のスローガンのもと、各家庭、個人の主体的取り組みと、地域や団体

等が連携を図り協働するという２本柱を基本理念とし、母子保健、歯科保健、精神

保健、予防接種、検診事業、健康教育相談事業等各種保険事業を実施しています。 

健康づくり活動の充実では、「第３期芦北町健康づくり推進計画」に基づき、身

体活動の増加の手段としてスロージョギング体験会やあしきた健康フェア等を開催

し、広く町民に向けて健康づくりの情報発信を行うとともに、子どもの成長発達や

育児等の個別相談と健康教育を行う親子の安心サポート等を実施しています。 

予防活動・健診体制の充実では、健診結果に基づき生活習慣病等の重症化予防に

取り組んでいるほか、改正自殺対策基本法に基づき、「芦北町自殺対策計画」を策

定しています。 

主な質疑として、各種がん検診受診者で早期発見につながる成果はあったのかと

の質疑に対し、直近３年間で乳がん等１９件の対象者があったとの答弁がありまし

た。 
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また、親子の安心サポート参加者が大幅に増加しているが、その理由はとの質疑

に対し、保健師が本庁配置になったことや、乳幼児健診時に周知する等、相談体制

が充実したとの答弁がありました。 

次に、教育課に係る決算について報告します。 

教育課では、学校教育、幼稚園教育、学校給食に係る各種事業を実施しています。 

学校教育の充実について、論語を通した徳育の推進や全国学力状況調査に加えて

小学校４年・５年生及び中学校１年・２年生に対して、芦北町独自で学力検査を実

施するとともに、中学生を対象に英語検定及び漢字検定受験料の助成を行うほか、

小学校における英語教科化に対応するために、指導力のある英語指導助手を民間か

ら３人配置し、指導体制の強化に取り組んでいます。 

デジタル教科書や電子黒板等のＩＣＴ機器を活用した授業では、学力充実研究指

定校に３校を指定し、子どもたちの学力の充実・向上及び教師の校務負担軽減に努

めています。また、支援を必要とする児童生徒に対する特別支援教育支援員、不登

校対策支援員の配置により、きめ細かな指導と不登校の未然防止に努めています。 

学校給食では、安全・安心な栄養バランスのとれた給食の提供及び地産地消を推

進するとともに、食物アレルギーに対応した給食の提供に取り組んでいます。 

主な質疑として、中学校費で各種大会参加費補助金の内訳は何かとの質疑に対し、

大会参加時のバス借上料が主な支出であるとの答弁がありました。 

また、学校給食施設費の増加理由はとの質疑に対し、食缶の保温力を高めるため

にステンレス製に更新したとの答弁がありました。 

次に、奨学資金貸付事業特別会計では、大学生３０人に対し奨学資金の貸付けが

行われており、町内学徒の人材育成の一助として、経済的理由による修学困難者へ

の便宜が図られています。 

主な質疑として、大学生の貸付金の限度額等はどれくらいかとの質疑に対し、大

学生は月額５万円、準備金が５０万円であるとの答弁がありました。 

次に、福祉課に係る決算について報告いたします。 

福祉課では、総合計画に掲げる基本目標「地域で守り育てるまちづくり」を目指

して各種事業を実施しています。 

高齢者福祉の充実では、住宅改造助成事業や緊急通報体制整備事業等の福祉サー

ビスを提供し、高齢者が安心した在宅生活と生きがいをもって暮らせるよう支援を

行っています。 

障がい者福祉の充実では、障がい者のニーズに配慮した様々な障がい福祉サービ

スが提供され、日常生活及び社会生活が総合的に支援されています。 

地域福祉活動の推進では、地域住民の支え合いによるまちづくりを推進するとと
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もに、芦北町社会福祉協議会等に対し支援を行い、地域福祉の一体的な推進を図っ

ています。 

子育て環境の整備では、「芦北町子ども・子育て支援事業計画」に基づき適切な

保育サービスの提供と１８歳までの子ども医療費無料化等、子どもの健全な育成と

子育て支援に努めています。 

主な質疑として、ひとり親等家庭医療扶助の具体的な内容はとの質疑に対し、父

子・母子家庭の親の医療費自己負担分を県と町で補助を行う制度であるとの答弁が

ありました。 

次に、介護保険事業特別会計では、介護や支援の必要な方に対する適切な保険給

付や介護予防事業等を行っています。 

介護予防事業・日常生活支援総合事業では、閉じこもり予防通所支援事業や高齢

者筋力向上トレーニング事業、食の自立支援事業等を実施しています。また、地域

包括支援センターを中心に、介護予防ケアマネジメント事業、総合相談事業、権利

擁護事業、認知症総合支援事業等の各種事業を実施しています。 

主な質疑として、要介護認定関係の数値の推移はどのようになっているかとの質

疑に対し、認定率は２０％程度であり、全国平均と比較すると軽度の認定率は高い

が重度は低い状況であるとの答弁がありました。 

以上、当委員会に付託されました認定第１号、平成３０年度芦北町一般会計歳入

歳出決算の認定及び認定第２号、平成３０年度芦北町国民健康保険事業特別会計歳

入歳出決算の認定、ほか３件の特別会計の決算の認定については、予算決議の趣旨

と目的にしたがって適正な事業が実施されたものと判断し、全会一致をもって認定

すべきものと決しました。 

以上で、文教厚生常任委員長報告を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 委員長報告が終わりました。 

これから委員長報告に対する質疑を一括して行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから日程第１、認定第１号から日程第９、議案第３９号までを順次討論を行

い、採決をします。 

日程第１、認定第１号、平成３０年度芦北町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て、討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから認定第１号を採決します。 
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お諮りします。委員長報告は原案認定であります。委員長報告のとおり認定する

ことに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、認定第１号は原案のとおり

認定することに決定しました。 

日程第２、認定第２号、平成３０年度芦北町国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について、討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから認定第２号を採決します。 

お諮りします。委員長報告は原案認定であります。委員長報告のとおり認定する

ことに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、認定第２号は原案のとおり

認定することに決定しました。 

日程第３、認定第３号、平成３０年度芦北町介護保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから認定第３号を採決します。 

お諮りします。委員長報告は原案認定であります。委員長報告のとおり認定する

ことに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、認定第３号は原案のとおり

認定することに決定しました。 

日程第４、認定第４号、平成３０年度芦北町農業集落排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について、討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから認定第４号を採決します。 

お諮りします。委員長報告は原案認定であります。委員長報告のとおり認定する

ことに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、認定第４号は原案のとおり
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認定することに決定しました。 

日程第５、認定第５号、平成３０年度芦北町生活排水処理事業特別会計歳入歳出

決算の認定について、討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから認定第５号を採決します。 

お諮りします。委員長報告は原案認定であります。委員長報告のとおり認定する

ことに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、認定第５号は原案のとおり

認定することに決定しました。 

日程第６、認定第６号、平成３０年度芦北町有温泉事業特別会計歳入歳出決算の

認定について、討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから認定第６号を採決します。 

お諮りします。委員長報告は原案認定であります。委員長報告のとおり認定する

ことに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、認定第６号は原案のとおり

認定することに決定しました。 

日程第７、認定第７号、平成３０年度芦北町奨学資金貸付事業特別会計歳入歳出

決算の認定について、討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから認定第７号を採決します。 

お諮りします。委員長報告は原案認定であります。委員長報告のとおり認定する

ことに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、認定第７号は原案のとおり

認定することに決定しました。 

日程第８、認定第８号、平成３０年度芦北町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳

出決算の認定について、討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから認定第８号を採決します。 

お諮りします。委員長報告は原案認定であります。委員長報告のとおり認定する

ことに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、認定第８号は原案のとおり

認定することに決定しました。 

日程第９、議案第３９号、平成３０年度芦北町水道事業会計利益の処分及び決算

の認定について、討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第３９号を採決します。 

お諮りします。委員長報告は原案可決及び認定であります。委員長報告のとおり

可決及び認定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、議案第３９号は原案のとお

り可決及び認定することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第１０ 議案第４４号 芦北町移住体験住宅条例の制定について 

○議長（宮尾秀行君） 日程第１０、議案第４４号「芦北町移住体験住宅条例の制定に

ついて」を議題とします。 

本件は、本定例会初日に所管の常任委員会に付託しておりますので、委員長に審

査結果の報告を求めます。白坂総務常任委員長。 

○総務常任委員長（白坂康浩君） 本定例会初日に当委員会に付託されました議案第４

４号、芦北町移住体験住宅条例の制定について、審査の結果を報告します。 

この条例は、芦北町への移住希望者に対し、一定期間、町での生活体験や地域住

民と交流ができる機会を提供することにより、町への移住促進を図ることを目的に

条例を定めるものとの説明がありました。 

第６条で規定している使用の期間について、３０日以内では短いのではないかと

の質疑に対し、移住体験という性質上、３０日という設定を行っている。例外を認

める規定も定めているので、運用において延ばすことはできるとの答弁がありまし

た。 

また、広報についてはどのように行う計画かとの質疑に対し、町外の方がターゲ

ットになるので、ホームページを中心に行う。また、東京で開催される移住相談会
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に年に２、３回参加しているが、この場でも紹介する計画であるとの答弁がありま

した。 

質疑終了後は討論もなく、議案第４４号については全会一致で原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

以上で、総務常任委員会に付託されました議案第４４号、芦北町移住体験住宅条

例の制定についての審査結果の報告を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 委員長報告が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第４４号を採決します。 

お諮りします。委員長報告は原案可決であります。委員長報告のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、議案第４４号は原案のとお

り可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

第１１ 議員派遣の件 

○議長（宮尾秀行君） 日程第１１「議員派遣の件」を議題とします。 

お諮りします。議員派遣については、地方自治法第１００条及び会議規則第１２

５条の規定により、議席に配付のとおり派遣したいと思います。御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、議席に配付のとおり議員派

遣することに決定しました。 

議員派遣につきましては、やむを得ず、目的先、期間及び派遣議員について、変

更を生ずる場合は、議長一任願いたいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、議長一任することに決定し

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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第１２ 総務常任委員会の閉会中の継続調査の申出 

第１３ 建設経済常任委員会の閉会中の継続調査の申出 

第１４ 文教厚生常任委員会の閉会中の継続調査の申出 

第１５ 議会広報委員会の閉会中の継続調査の申出 

第１６ 議会運営委員会の閉会中の継続調査の申出 

○議長（宮尾秀行君） 日程第１２から日程第１６までの各委員会の閉会中の継続調査

の申出を一括議題とします。 

各委員長及び議会運営委員長から、お手元に配付の申出書のとおり提出されてお

ります。 

お諮りします。各委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、各委員長からの申出書のと

おり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮尾秀行君） ここで議案配付のため、しばらくお待ちください。 

［議案書配付］ 

○議長（宮尾秀行君） 配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 配付漏れなしと認めます。 

執行部より、議案追加の申し出があり、本日開催した議会運営委員会により、追

加日程の答申がありました。 

お諮りします。ただいま配付した議案第５３号から議案第５５号までの議案３件

を日程に追加し、追加日程第１から追加日程第３にして議題にしたいと思います。

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。 

したがって、議席に配付のとおり日程に追加し、議題とすることに決定しまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

追加日程第１ 議案第５３号 工事請負契約の締結について 

○議長（宮尾秀行君） 追加日程第１、議案第５３号「工事請負契約の締結について」

を議題とします。 

本案について、説明を求めます。櫻井総務課長。 
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○総務課長（櫻井優一君） 議案第５３号、工事請負契約の締結について、御説明申し

上げます。 

本議案は、芦北町総合コミュニティセンター建設工事（建築工事）の請負契約締

結の承認に係るものであります。 

１ 契約の目的  芦北町総合コミュニティセンター建設工事（建築工事） 

２ 契約の方法  指名競争入札 

３ 契約の金額  ８億９,１００万円 

なお、落札率は９９.２％となっております。 

４ 契約の相手方 熊本県八代市宮地町２０８８番地 

松島・松下特定建設工事共同企業体 

代表者 株式会社松島建設 代表取締役 松嶋 進治 

工事の概要について、御説明申し上げます。 

本施設は、落ち着ける、くつろぎの空間づくりを目指し、地域資源の活用の一環

として、町有林を建築資材として活用する設計となっております。 

建物の構造といたしましては、木造２階建てとなっており、１階に子どもの広場

と図書館を整備し、２階は中央公民館として、調理実習室、研修室等を整備します。 

次に、入札の経緯について申し上げます。 

本設備の設計内容、規模の工事を確実に施工するためには共同企業体方式を取る

ことが適切であり、その組み合わせについては２社による編成が効果的であると考

え、第１グループに県内建築業者Ａ１ランク６社を、第２グループには町内建築業

者上位６社を予備選定し、指名希望の申請があった共同企業体６社による指名競争

入札を実施しました。 

入札は９月９日に執行し、仮契約を翌日の９月１０日に行っております。 

契約金額につきましては、消費税及び地方消費税率１０％を適用しておりますが、

消費税法等の施行が見送られた場合、改正前の税率を適用するものとしております。 

なお、提案理由につきましては、記載のとおりでございます。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 
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これから議案第５３号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５３号は原案のとお

り可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

追加日程第２ 議案第５４号 工事請負契約の締結について 

○議長（宮尾秀行君） 追加日程第２、議案第５４号「工事請負契約の締結について」

を議題とします。 

本案について、説明を求めます。櫻井総務課長。 

○総務課長（櫻井優一君） 議案第５４号、工事請負契約の締結について、御説明申し

上げます。 

本議案は、芦北町総合コミュニティセンター建設工事（機械設備工事）の請負契

約締結の承認に係るものであります。 

１ 契約の目的  芦北町総合コミュニティセンター建設工事（機械設備工事） 

２ 契約の方法  指名競争入札 

３ 契約の金額  １億３,８６０万円 

なお、落札率は９８.６％となっております。 

４ 契約の相手方 熊本県八代市松江町４７３番地５ 

金剛設備工業・松本電気工業特定建設工事共同企業体 

代表者 株式会社金剛設備工業 代表取締役 熊川 裕規 

工事の概要について、御説明申し上げます。 

本施設は、芦北町総合コミュニティセンターのトイレ、給水施設、給湯設備、消

火設備、ガス設備、冷暖房設備等の新設工事を行うもので、工種としては管工事に

分類されます。 

次に、入札の経緯について申し上げます。 

本設備の設計内容、規模の工事を確実に施工するためには共同企業体方式を取る

ことが適切であり、その組み合わせについては２社による編成が効果的であると考

え、第１グループに県内管工事業者Ａランク１１社を、第２グループには町内管工

事業者１１社を予備選定し、指名希望の申請があった共同企業体４社による指名競

争入札を実施しました。 

入札は９月９日に執行し、仮契約を翌日の９月１０日に行っています。 

契約金額におきます消費税等の取り扱いについては、議案第５３号と同様でござ

います。 
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なお、提案理由につきましては、記載のとおりでございます。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第５４号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５４号は原案のとお

り可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

追加日程第３ 議案第５５号 工事請負契約の締結について 

○議長（宮尾秀行君） 追加日程第３、議案第５５号「工事請負契約の締結について」

を議題とします。 

本案について、説明を求めます。櫻井総務課長。 

○総務課長（櫻井優一君） 議案第５５号、工事請負契約の締結について、御説明申し

上げます。 

本議案は、芦北町総合コミュニティセンター建設工事（電気設備工事）の請負契

約締結の承認に係るものであります。 

１ 契約の目的  芦北町総合コミュニティセンター建設工事（電気設備工事） 

２ 契約の方法  指名競争入札 

３ 契約の金額  ９,７１３万円 

なお、落札率は９７.０％となっております。 

４ 契約の相手方 熊本県葦北郡芦北町大字湯浦４０８番地３ 

太陽・渕上特定建設工事共同企業体 

代表者 太陽電気株式会社 芦北営業所長 松本 光男 

工事の概要について、御説明申し上げます。 

本工事は、総合コミュニティセンターの受変電設備、電灯、電話、放送設備等の

新設工事を行うもので、工種としては電気工事に分類されます。 

次に、入札の経緯について申し上げます。 
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本設備の設計内容、規模の工事を確実に施工するためには共同企業体方式を取る

ことが適切であり、その組み合わせについては２社による編成が効果的であると考

え、第１グループに県内電気工事業者Ａランク８社を、第２グループには町内電気

工事業者８社を予備選定し、指名希望の申請がありました共同企業体８社による指

名競争入札を実施しました。 

入札は９月９日に執行し、仮契約を翌日の９月１０日に行っています。 

契約金額におきます消費税等の取り扱いについては、議案第５３号と同様でござ

います。 

なお、提案理由につきましては、記載のとおりでございます。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（宮尾秀行君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 討論なしと認めます。 

これから議案第５５号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（宮尾秀行君） 異議なしと認めます。したがって、議案第５５号は原案のとお

り可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（宮尾秀行君） これで本日の日程は全て終了しました。 

会議を閉じます。 

令和元年第３回芦北町議会定例会を閉会します。 

御苦労様でした。 

１１時１５分より、全員協議会を開催をいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前１１時０９分 
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